
２． 国際化関係事業



� 県の国際化推進事業 （単位：千円）

課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

交

通

政

策

課

国際化空港推進強化事業 ２７，８９５ ２０，６９１

高松空港の国際化を推進するため、ソウル路
線の利用促進を図るとともに、中国・台湾へ
の路線開設等を促進する。
○ソウル線の利用促進のための広報活動
（韓国観光パネル展、物産展等）
○ソウル線を利用した韓国との交流の促進
（交流活動に対する助成）
○中国・台湾等への路線開設に向けた旅行需
要の創出活動
○国際チャーター便の運航促進活動
（国際チャーター便の運航助成）
○中国、台湾へのエアポートセールス

外 貿 コ ン テ ナ 航 路
誘 致 宣 伝 事 業 ９，０００ ７，６５０

高松港コンテナターミナルの振興と「高松港
－釜山港国際コンテナ定期航路」・「高松港
－上海港国際コンテナ定期航路」の利用促進
を図るため、次の事業を実施する。
１．広報活動
ア．パンフレット等の作成
イ．高松港振興セミナーの開催
２．ポートセールス活動の展開
ア．船社・貿易関係企業等の訪問
イ．海外ポートセールスの実施
３．航路等の調査研究
ア．貨物動向の調査・研究等

青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課

香川県女性海外派遣事業 ― ９，８６８

１．事業の趣旨
県内の女性の代表を海外に派遣し、関係機
関・関係団体の訪問及び各種施設の視察等を
通じて国際的視野を広め、地域において積極
的に活動できるリーダーの養成を図る。
２．実施主体
香川県「女性友好の翼」 実行委員会
３．事業内容（１３年度分を前期として派遣）
・派遣国
（前期）スウェーデン、オランダ、ドイツ
（後期）デンマーク・ドイツ
・派遣人員
各２３名（団員２０名、役員３名）

青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課（
青
少
年
基
金
）

香川県青年海外派遣事業
（
明治百年記念
香川県青少年基金）

１２，３９８ １４，２６０

１．事業の趣旨（目的）
香川の青年を諸外国に派遣し、各国の青年
との交流や施設訪問、ホームステイ等を通じ
て、相互理解と友好親善を深め、国際的視野
を養うとともに、地域において意欲的に活動
する青年リーダーの養成を図る。
２．実施主体
香川県・
明治百年記念香川県青少年基金
３．事業内容・派遣人員
・「香川県青年の翼」
タイ・ベトナムコース １８名

（団員１５名、役員３名）
マレーシア・シンガポール・
オーストラリアコース １８名

（団員１５名、役員３名）

－２５－



課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

青
少
年
・
男
女
共
同
参
画
課（
青
少
年
基
金
）

受 入 事 業
（
 明 治 百 年 記 念
香川県青少年基金）

１１７ ５００

１．事業の趣旨（目的）
諸外国の青年等を受け入れ、ホームステイ
や施設の見学、県内青少年との交流などを通
じて、相互理解と友好親善を深める。
２．実施主体
香川県・
明治百年記念香川県青少年基金
（香川県海外派遣友の会と共催）
３．事業内容・受入人員
・「パマジャ（マレーシア）訪問団」
１４年６月上旬 １２名
・「東南アジア青年の船」参加青年
１４．９．１３～９．１５ ３０名（内閣府）
・「青年招へい事業」中国青年（中学校教員）
１４年１２月中旬 ２４名（国際協力事業団）

総
務
学
事
課

私立学校経常費補助
（私立学校教育改革
推 進 特 別 補 助）

１，０７０ １，２００

私立高等学校等における国際化、職業教育活
性化等の諸課題に対応するための教育改革を
推進するため、県内の私立学校等が「社会の
変化に対応した教育の改革に資する事業」等
を実施した場合、私立学校経常費補助金の加
算配分を行う。

行

政

企

画

課

職 員 海 外 派 遣 研 修 １６，４０３ １５，０００

１．事業の趣旨
外国における行政制度及びその運営の実態
又は専門技術の習得その他必要な事項を調査
させ、職員の専門技術と資質の向上を図る。
２．実施主体
香川県
３．事業の内容
自主企画海外派遣研修（２５名程度）

地 方 公 務 員
海外派遣プログラム １０，３３０

１．事業の趣旨
国際的な感覚と視野に富んだ職員の養成の
ため、総務省の地方公務員海外派遣プログラ
ムに基づき、アメリカ又はヨーロッパに１年
間派遣する。
２．実施主体
香川県
３．事業の内容
イギリスコース（１名）

自 治 体 国 際 化 協 会
海 外 事 務 所 派 遣 ４，５２６ １２，３５０

１．事業の趣旨
国際化に対応できる人材育成のため、自治
体国際化協会海外事務所派遣職員として、同
協会北京事務所及びニューヨーク事務所に派
遣する。（２名）
２．実施主体
香川県
３．内容
北京事務所及びニューヨーク事務所（各１名）

自 治 体 国 際 化 協 会
国 際 交 流 短 期 研 修 ２，５７７ ６，０００

１．事業の趣旨
国際感覚豊かな職員の養成のため、自治体国
際化協会国際交流短期研修生として派遣する。
２．実施主体
香川県
３．内容
アメリカ合衆国又はヨーロッパ（２名）
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課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

行
政
企
画
課

通 信 教 育
（英語・韓国・中国語講座） ６９３ ７００

１．趣旨
職員の資質向上のプログラムの一つ。
２．実施主体
香川県
３．内容
９コース

国

際

課

国際交流普及啓発事業 ４，６３５ ３，１５２

香川県国際交流協会の活用を図りつつ、国
際交流の普及啓発、業務連絡調整等を推進す
る。

国 際 交 流 業 務
連 絡 調 整 事 業 ５２，２７０ ５２，８１０

香 川 国 際 交 流 会 館
管 理 運 営 事 業 ６０，６５０ ６０，４３７

�新 日 中 国 交 正 常 化
３０ 周 年 記 念 事 業 ５，０００

日中国交正常化３０周年及び空海記念碑建立２０
周年を祝し、中国及び陝西省との友好交流を
推進するため、友好交流団を派遣する。

中国陝西省友好交流事業 ５，８３９ ７，４１５

友好県省提携を行っている中国陝西省との間
で、相互理解と友好親善を更に増進させるた
め、各種友好交流事業を推進する。
・友好代表団の招聘
４日間 ７名

・技術研修員の受入
７月～２月 １名

・青少年書道交流団の派遣
７日間 １１名

・陝西省芸術紹介

かがわ国際交流フェア
開 催 事 業 ３，２４４ ２，０００

県民の国際交流・協力に関する理解を深める
とともに、国際交流の担い手となる民間交流
団体・関係機関相互の連携を強化することに
より、本県の国際化を一層促進するため、ア
イパル香川（香川国際交流会館）を拠点に県
民参加による国際交流フェアを開催する。

南米県人会支援事業 ７，７１２

香川らしい国際協力
促 進 事 業 ７，９２７ １１，２００

地域の特性を生かした国際協力を推進するた
め、国際協力をテーマにした県民フォーラム
の開催、インターネットを活用した国際協力
に関する普及啓発、高校生の開発途上国への
派遣及び国際協力専門家の派遣などの事業を
実施する。

留学生等交流促進事業 ４，９０５ ４，２６６

留学生の受入れを促進するため、住宅確保な
ど生活環境の改善を支援するとともに、留学
生をコミュニティの一員として地域ぐるみで
受け入れるための事業を推進する。

�新南米移住史・移住者
名 簿 作 成 事 業 ８，６００

南米への県人移住者の功績をたたえるととも
に、移住の事実や歴史、地球の反対側に今も
息づく日本文化の存在に対する県民の理解を
促進することにより、今後の国際化の推進に
役立てるため、移住史の編纂を行い、あわせ
て移住者名簿の改訂を行う。

－２７－



課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

国

際

課

海外技術研修員受入事業 ２９，４８１ ２８，０２８

開発途上国の社会的、経済的発展に協力する
ため、これら諸国の有為の青年を本県に招致
し、約８ケ月間民間企業、県の試験研究機関
等でそれぞれ必要とする技術を習得してもら
い、あわせて県民との交流を通じて相互の理
解を深め、友好増進に寄与する。

自治体職員協力交流事業 ２，７０２ ２，７８９
海外の地方自治体等の職員を日本の地方団体
等に受け入れ、日本の地方自治体のノウハウ、
技術等を修得させる。

青 年 海 外 協 力 活 動
促 進 事 業 ９４３

移 住 者 援 護 事 業 ６，５０６ ５，０１６
海外移住者、日系人団体との連絡調整、南米
香川県人会への補助、南米移住高齢者の郷土
招聘等を行う。

外 国 青 年 招 致 事 業 ３７，４１６ ３５，５１５ 語学指導等を行う外国青年を招致する。
国際交流員 ６名

ー
ト
室

パ
ス
ポ

渡 航 事 務 費 ６５，８８１ ６７，６８４ 外務省からの法定受託により旅券の発給事務
を行う。

商
工
政
策
課

中小企業外国人研修生
受 入 支 援 事 業 ２，４４２ ２，９５４

商工団体が行う外国人研修生共同受入事業に
伴う座学研修に要する経費の一部についての
補助等を行う。

青年会議所国際アカデミー
開 催 支 援 事 業 ４，０００

産

業

振

興

課

海 外 特 定 市 場 動 向
調 査 事 業 １，０８０

海外特定地域経済情報等
調 査 事 業 １，２２４

地 場 産 品 海 外
投 資 支 援 事 業 ２６３

貿 易 ハ ン ド ブ ッ ク
作 成 事 業 ４４３

香川県貿易実態調査事業 ４３０

�新 貿 易 ・ 国 際 投 資
基 礎 情 報 把 握 事 業 １，８５８ 貿易・国際投資振興施策の基礎資料とするた

め、県内企業の国際化の実態を文書調査する。

�新 産 業 交 流 地 域
発 掘 調 査 事 業 ７００ 産業交流事業について、県内及び海外を結び

付けるためにその可能性について調査を行う。

�新 企 業 国 際 化 動 向
ヒアリング調査事業
（ 緊 急 雇 用 事 業 ）

５，０００
企業の国際化を支援するため、貿易・海外進
出関係企業の課題や取組方に関する生の声を
ヒアリング調査し、各種の施策に結び付ける。

地域輸入促進センター
支 援 事 業 ４，０５７ ４，０５７ 香川輸入促進センター（インポートスクェ

ア）の運営に対して支援する。

国際産業交流推進事業 ２，０００ １，３００ 海外の同様な産地との交流を促進し、本県の
地場産業の振興を図る。

日韓フェスティバル
参 加 事 業 ４，９２７

（

）
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課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

観

光

振

興

課

アジア地区等誘客事業 ８，８９４ ９，９００
台湾、韓国、中国を中心としたアジア地区等
からの観光客の誘致を図るため、観光キャン
ペーン等を実施する。

国際観光テーマ地区
推 進 事 業 ２，１００ ２，１００ 香川県国際観光テーマ地区推進協議会におい

て、外国人観光客の来訪の促進に取り組む。

ウ ェ ル カ ム カ ー ド
推 進 事 業 １，３００ １，０００

旅行費用の低廉化を実施することにより、外
国人観光客の増加を図るウェルカムカードの
普及を推進する。

国 際 会 議 誘 致 事 業 ３，６５０ ５，４４０

国際会議場紹介の CD―ROM作成等によるＰ
Ｒ及び国際会議開催主催者に直接誘致訪問を
行うなど、国際会議誘致に向け積極的に取組
む。

�新 国 際 会 議 開 催 費
補 助 事 業 ５，０００

県内で開催される国際会議の開催費に対する
補助金を拡充し、激化する国際会議の誘致活
動を優位に展開する。

�新 外国人観光客誘致
対 策 事 業 １０，０００ 外国人観光客の誘致を促進するため、旅行業

者への助成事業に対して補助を行う。

労
働
政
策
課

日系人雇用援助事業 １３４ １３３

香川県人材Ｕターン・センター内に日系人雇
用の受入れに関する情報相談窓口として設置
された「外国人雇用・研修相談コーナー」に
おいて、日系人の雇用を希望する事業主に対
し、日系人に関する求職者情報等の提供及び
雇用に関する相談を行う。

農
業
経
営
課

農村青年海外派遣事業 ８３ ２５０

国際的視野と優れた経営能力を養い、本県農
業振興の中核的に担い手となる人材の育成を
図るため、社団法人国際農業者交流協会が実
施する海外研修に派遣する。
派 遣 国 アメリカ合衆国等
派遣期間 １年間又は２年間

教
委
総
務
課

教 職 員 自 主 企 画
海 外 派 遣 研 修 １３，６６３ ２０，０００

積極的に国際感覚を身につけようとする意欲
ある教職員を自ら企画・立案する研修内容に
基づき海外に派遣し、国際化を推進するため
の中核となる教職員を養成するとともに、研
修の成果を学校教育や教育行政に反映し、そ
の活性化を図る。
派遣人数：２５人

義

務

教

育

課

社会人特別非常勤講師
活 用 事 業
（ 日 本 語 等 指 導 ）

７８８ ７８８

１．帰国子女・外国人子女の在籍する小中学
校に特別非常勤講師を派遣して、日本語指
導等を行う。
２．香川県教育委員会
３．日本語指導、生活適応指導等
派遣校数 １３校
派遣回数（１校あたり）年間１２回

社会人特別非常勤講師
活 用 事 業
（ 小 学 校 英 会 話 ）

１，４０６

１．小学校に特別非常勤講師を派遣して，総
合的な学習の時間や英語クラブ等の時間に，
外国の文化や遊びに親しませたり、英会話
指導を行う。
２．香川県教育委員会
３．英語会話指導
派遣校数 ２０校

－２９－



課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

義

務

教

育

課

小学校からの国際理解
教 育 推 進 事 業 ９５２

語 学 指 導 等 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業 ８２，３０３ ８２，９２６

１．語学指導等を行う外国青年を招致し、教
育委員会が作成する活用計画に従って配置
し、活用することにより、英語教育の改善
・充実を図る。
２．香川県教育委員会
３．外国青年の職務内容
・学校訪問による英語授業等
・校内における英語担当教員に対する現職
教育
・香川県教育委員会の主催する教員研修会
等における教科指導
・英語指導教材等の作成補助
・英語弁論大会の審査

ふ れ あ い の 翼 事 業 ７，３９４ ６，９４８

１．国際化時代に即した教育を推進するため、
中学生を大韓民国に派遣し、大韓民国の中
学生との友好親善や、文化施設の視察等を
通して、豊かな国際感覚を身につけさせ，
明日の香川を担う心身ともにたくましい子
どもの育成に資する。
２．ふれあいの翼事業実行委員会
３．中学生を大韓民国へ派遣
（人数７４名、引率１０名、日程８月１９日～８
月２４日）
・中学校訪問、交歓会
・ホームステイ
・歴史・文化施設の視察
・民族舞踊の体験活動 等
大韓民国中学校生徒の来県
（人数及び日程は未定）

高

校

教

育

課

海 外 交 流 支 援 事 業
�
海 外 語 学 研 修 事 業

７，９００ １１，２００

国際類型等を設置する学校において、ホーム
ステイによる海外語学研修を実施し、異文化
体験を通して国際理解教育を一層推進する。
・高松北高等学校 国際総合類型
カナダ 語学研修（１９日間）
・丸亀城西高等学校 国際教養類型
イギリス 語学研修（２０日間）
・高松商業高等学校 英語実務科
アメリカ 語学研修（１８日間）
・観音寺中央高等学校 国際文化類型
オーストラリア 語学研修（１８日間）
・三木高等学校 総合学科
イギリス 語学研修（１６日間）
・三本松高等学校 国際コミュニケーショ
ン類型
オーストラリア 語学研修（２０日間）
・香川中央高等学校 国際類型
イギリス 語学研修（２０日間）
・飯山高等学校 総合学科
オーストラリア 語学研修（１５日間）
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課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

高

校

教

育

課


専門学科海外交流事業

専門学科における専門性の向上や学校・学科
の活性化を図る。
・坂出高等学校
ドイツ及びオーストリアでの海外交流演
奏会（８日間）

�
中 国 西 安 高 級 中 学
訪 問 事 業

西安高級中学との交流などを通し、国際的視
野と豊かな感性を持った人間を育成するとと
もに、学校の個性化、活性化に資する。
・善通寺第一高等学校（７日間）
・善通寺西高等学校（７日間）

語 学 指 導 等 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業 ９６，８２９ ９７，４６７

高等学校における英語教育の改善・充実、地
域レベルの国際交流に資するため、外国語指
導助手の招致を行う。
・外国語指導助手１９名

英語教員海外研修事業 ４，６６０ ４，５００

英語教育の質的向上及び英語教授法の改善を
図るとともに英語教員の指導力の向上に資す
る。
・教職員派遣研修（英語担当派遣：１２か
月） １名
・国際教育交換協議会プログラム県海外派
遣 １か月 ２名

教 員 海 外 研 修 事 業 ６，５４０ ７，５００
社会の国際化に対応し、教員の異文化体験を
通して、国際社会に対応できる教育の推進を
図る。

保

健

体

育

課

日独スポーツ少年団
同 時 交 流 事 業 ７０３ ６００

日独両国のスポーツ少年団相互の親睦と友情
を深め、スポーツ少年団活動の進展に貢献す
る。
対象 スポーツ少年団
人員 派遣団員：３人

受入団員：１１人
時期 派遣：７月１９日～８月１１日

受入：７月２８日～８月２日
場所 派遣：ドイツ連邦共和国

受入：豊中町

生

涯

学

習

課

県立学校開放講座のうち、
香川県立土庄高等学校
開 放 講 座
（初歩のトラベル英会話）

１２０

日本人講師と外国人講師により、海外旅行の
さまざまな場面で使える英会話表現の学習を
すすめる予定。
６回・１２時間程度

県立学校開放講座のうち、
香川県立三本松高等学校
開放講座（中国語）

１００

中国語の基礎・基本を学び、中国語による簡
単な日常会話ができることを目指すとともに、
中国の文化や歴史に対する理解を深める予定。
６回・１２時間程度

県立学校開放講座のうち、
香川県立高松北中学校・
高松北高等学校開放講座
（役に立つ英会話）

１２０

「外国ですぐに役立つ英会話」の学習を通し
て、異文化理解の一助となることををねらい
に学習をすすめる予定。
６回・１３時間程度

県立学校開放講座のうち、
香川県立高松高等学校
開 放 講 座
（始めよう英会話）

１２０

英会話基本表現の練習や場面練習を実施する
とともに、異文化理解にも役立てる学習をす
すめる予定。
６回・１２時間程度
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課名 事 業 名 １３年 度
決算見込額

１４年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

生

涯

学

習

課

県立学校開放講座のうち、
香川県立観音寺中央
高 等 学 校 開 放 講 座
（ 国 際 理 解 講 座 ）

１３０ １３０

海外の歴史・文化・生活について、県内在住
の外国人の方や海外体験のある日本人を講師
として招聘し、異文化理解をねらいに学習を
深める予定。
６回・１３時間程度

県立学校開放講座のうち、
香川県立三木高等学校
開 放 講 座
（みんなで楽しむ英会話）

１１９

県立学校開放講座のうち、
香川県立琴平高等学校
開 放 講 座
（ 英 会 話 入 門 ）

１３０ １３０

パソコンの英会話ソフトを使用したり、外国
人の方と実際に会話をすることを通して、基
礎的な会話力を身につける学習をすすめる予
定。
６回・１２時間程度

文

化

行

政

課

第４３回香川県芸術祭
主催公演「日韓芸術交流
祭～海から海へとつなぐ
太 鼓 の 響 き ～ 」

３，１０１

第４４回香川県芸術祭
主 催 公 演
「日中人形芝居の祭典」

５，０００

１．事業の趣旨
今年は日中国交正常化３０周年の年であり、
それを記念して、中国から人形劇団（１団体）
を招へいし、本県の人形劇団体と交流を図り、
併せて県民に両国の人形劇文化の素晴らしさ
を紹介する。
２．事業主体
香川県、香川県芸術祭運営委員会他
３．事業内容
人形劇公演 中国の人形劇団体１

県内の人形劇団体４（予定）

警

察

人

事

課

外 国 グ ル ー プ 出 張 ７４０

青年警察官海外研修
（ ア メ リ カ ） ３，６６４ １，５９６

国際感覚を身に付けるとともに、語学力向上
のため、青年警察官を、アメリカカリフォル
ニア州立大へ入校させるもの
・１人 ６０日間

語 学 研 修 ３１８ １，２３９ 語学実務能力向上対策費
（語学研修、検定等）

オーストラリア・タスマ
ニア州警察交換研修 ―

海外語学学校派遣研修 ９９３ ９３１
部内通訳を育成するため、現地語学学校に派
遣研修させるもの。
・メキシコ １人 ６週間

議
会
事
務
局

南米県人会支援事業 ８，８８４

事 業 費 合 計 ６４１，６２８ ６８４，９７４
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� 県内市町等の国際化推進事業 （単位：千円）

市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

高

松

市

セント・ピーターズバーグ市
親 善 訪 問 団 受 入 ５００

セント・ピーターズバーグ市
写 真 展 ４１５

日米親善少年野球大会 １，３５４

セント・ピーターズバーグ市
親 善 研 修 生 受 入 １４０ １４９

セント・ピーターズバーグ市から２名の高校
生が夏休み期間中、親善研修生として来高。
（１ヶ月間）

セント・ピーターズバーグ市
招 聘 教 師 受 入 ３，２００ ３，２００

高松第一高等学校で英語の授業を担当すると
ともに、中学校や小学校を訪問し、交流を深
める。

セント・ピーターズバーグ市へ
職 員 留 学 生 派 遣 ９１０

南昌市行政研修生受入 １，９４０ １，９７８ 市政概要や日本の地方制度を学び、市民との
交流を深めるため来高。

南昌市教育代表団受入 １，１００

南 昌 市 日 本 語 教 育
視 察 団 受 入 １，１４３ 本市の教育施設視察のために来高。

丸

亀

市

学生等による姉妹都市
と の 交 流 事 業 ２，４５７ ２，７００

市内中学生２０名を姉妹都市スペイン サン・
セバスティアン市へ派遣。ホームステイ、学
校訪問を通じて、両市の親善を深める。
実施主体：丸亀市国際交流協会

友好都市中国・張家港市
訪 問 団 の 受 入 ２４５

丸亀市民訪問団の友好都市
中国・張家港市への派遣 ７６１

学生等による友好都市
と の 交 流 事 業 １，０００

市内在住の高校生２０名を友好都市中国・張家
港市へ派遣。ホームステイ、学校訪問を通じ
て、両市の親善を深める。
実施主体：丸亀市国際交流協会

サン・セバスティアン市
より盆栽研修生の受入 ６００ 盆栽の技術を学ぶため、２名が来亀。あわせ

て市民との交流を図る。

坂

出

市

留 学 生 派 遣 事 業 ３，８００

�事業の趣旨
姉妹都市サウサリート市へ中・高校生を派
遣し、ホームステイの交流事業を通じ、異文
化理解とともに、友好親善を図る。（第８回
目の派遣）
�実施主体
坂出市姉妹都市協会
�事業の内容
派遣期間：７月下旬から２週間
派遣人数：中高校生１２名
留学生１名につき、１５万円を限度に経費
の２分の１補助

留 学 生 受 入 事 業 ４，１５７
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市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

善

通

寺

市

青 年 海 外 派 遣 事 業 ４０ ８０
「国際青年の船」または「香川県青年の翼」
のいずれかに参加する本市在住者に補助金を
助成

女 性 海 外 派 遣 事 業 １００

香川県「女性友好の翼」に参加する本市在住
者に補助金を助成
派遣国：スウェーデン、オランダ、ドイツ
期 間：１０日間
人 数：１名

中学生海外派遣事業 ３，３５４ ３，６００
派遣国：タイ、シンガポール
現地中学生との交歓
日本人学校、日系企業訪問等を実施

国 際 交 流 事 業 ５，２０３ ３，４００

小中学生に対し、外国人による外国語指導を
通じて、異文化に触れ、国際感覚を養う。
市民講座を開催し、異文化交流を行う。
国際交流協会との連携を図る。

職員海外自主研修事業 １，２００

市職員が自ら意欲的にプランニングし、実施
する海外行政視察を支援することにより、国
際的視野と識見を持った人材を養成する。
派遣国：アメリカ
（１人２０万円を限度として助成）

観

音

寺

市

姉妹都市アップルトン市
親善訪問団派遣受入事業

１，６６５ ３２２

１．事業の趣旨
姉妹都市との友好親善の強化及び市民の国
際交流の涵養を図る。
２．事業の内容
・中学生・高校生等の派遣補助
・親善訪問団の受入補助
３．実施主体
観音寺市国際交流協会

友好都市中国即墨市友好
交 流 事 業

１，７８２

香川県女性友好の翼事業 ― １５０
県の募集要項に基づき、主に市内の各種団体
を通じて人選した派遣員に対して交付する。
派遣人員 １名

ふ れ あ い の 翼 事 業 ７２ ９０

１．事業の趣旨
これからの国際化に即した教育を推進する
ため、中学生を韓国に派遣し、韓国の中学生
との友好親善や文化施設等の視察を通じて、
豊かな国際感覚を身につけさせ、明日の香川
を担う心身ともにたくましい子供の育成に資
する。
２．事業の内容
交流活動やホームステイによる
３．実施主体
ふれあいの翼実行委員会
４．参加対象
中学生３名参加（３年生）
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市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

観

音

寺

市

観音寺市国際交流協会
運 営 補 助

２５０ ２５０

１．事業の趣旨
地域住民の国際交流・国際親善についての
理解と関心を高め、地域住民による諸外国と
の幅広い国際交流活動を推進することにより、
国際意識の高揚並びに諸外国との相互理解と
友好親善を図り、もって人づくり並びに地域
づくりと、国際社会の発展に寄与する。
２．事業の内容
市国際交流協会運営の助成のため補助する。

外 国 青 年 招 致 事 業 ５，５４９

１．事業の趣旨
外国語教育の充実と地域レベルでの国際交
流の進展を図ることを通し、我が国と諸外国
との相互理解の増進と地域の国際化の推進を
目的とする。
２．事業内容
英語指導助手 １名
・日本人教師の外国語授業の補助
・外国語補助教材作成の補助
・日本人外国語担当教師に対する現職研修
の補助
・外国語関連クラブ等課外活動への補助
・外国語担当指導主事等に対する語学に関
する情報の提供（言葉の使い方、発音の
仕方等）
・外国語スピーチコンテストへの協力
・その他地域における国際交流活動への協
力
・小学校における外国語会話の補助

さ

ぬ

き

市

（

津

田

町

）

津田中学校・アメリカ
カ リ フ ォ ル ニ ア 州
（チルドレンズ・インター
ナショナルスクール）
国 際 親 善 交 流

５，８００ ７６０

１．事業の趣旨
さぬき市の魅力ある地域づくり事業の一環
として、国際性豊かな市の将来を担う若者の
人材育成を図り、国際交流・国際親善の推進
に努める。
２．実施主体
さぬき市・さぬき市教育委員会
３．事業の内容
・実施時期 平成１４年１０月頃の予定

（４泊５日）
・交流内容
平成１４年度はチルドレンズ・インターナシ
ョナルスクールからの訪問。津田中学校を
対象とし、体験学習・地域との交流、宿泊
先としては全泊ホームステイを考え、より
一層の交流をし、日本の文化に触れる機会
を検討する。
・訪問人員 引率者を含めて約２０名
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市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

（
志
度
町
）

志度音楽ホール少年少女
合唱団渡欧公演交流研修
事業【志度町国際姉妹都
市交流補助事業・置県百
年記念香川県芸術文化振
興財団補助事業・三井海
上文化財団助成事業】

１０，８１４

（
寒
川
町
）

国 際 理 解 学 習 ２０

（
長
尾
町
）

人 材 育 成 事 業 １０２

白

鳥

町

外 国 青 年 招 致 事 業 ５，５７３ ５，３７０

１．事業の趣旨
外国語教育の充実を図るとともに、地域レ
ベルでの国際交流の進展を図ることを通じて、
外国との相互理解を増進し、国際化の促進に
資する。
２．実施主体
教育委員会
３．事業内容
英語指導助手：１名
�中学校での外国語授業補助
�小学校での英語発音指導等
�外国語教材作成の補助
�外国語教員の現職研修補助
�課外活動への協力
�幼稚園での相互理解の増進

大

内

町

NICE MEET YOU
バ ー ベ キ ュ ー

１５７

東 ア ジ ア ・ 太 平 洋
人形劇フェスティバル

５４８

クリスマス・イベント ２９０

日本語講座開設事業 ４００

１．地域在住外国人のための日本語講座の開設
２．講座開設に先立ち講座指導員の養成研修
を行う
３．地域在住外国人への情報交換の拠点づくり
主催：大内町国際交流協会

インターナショナル
ワークショップ事業

２００
三本松高校国際類型クラスの生徒と外国人と
のワークショップを通しての交流活動
主催：大内町国際交流協会

児童国際理解交流事業 ７０
町内小学校へ協会会員を社会人講師として派遣
主催：大内町国際交流協会

－３６－



市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

大

内

町

新垣勉コンサート事業 ７００

全盲、ハーフの希有の天才テノール歌手 新
垣勉のコンサート
コンサートでのトークは幼い頃の差別体験
等を淡々と話し、お互いを理解し合うことの
大切さを痛感 国際理解の必要性を認識
主催：大内町国際交流協会

牟

礼

町

エルバートン姉妹都市
交 流 事 業
（青少年交換留学）

１，９０５ １，６００

１．事業の目的
ホームステイを通して青少年の国際感覚の
育成と両市町の交流親善を図る。
２．実施主体
牟礼・エルバートン姉妹都市親善委員会
３．事業の内容
・青少年の派米
夏休み期間中の２週間 ７名
・エルバートン青少年の受入
夏休み期間中の２週間 ５名

庵

治

町

庵治町海外視察研修
「 ふ れ あ い の 翼 」

７７５ １，６００

１．事業の目的
住環境社会の充実と福祉社会を形成するた
め、環境及び福祉の先進国を視察し、住民全
体の意識の高揚を図ることを目的とする。
２．実施主体
庵治町
３．事業の内容
・住民募集６人 研修日程及び視察国は未定
・旅費、研修等の経費＝町が２分の１を負担

県「女性友好の翼」 １００

１．事業の目的
女性の代表を海外に派遣し、関係機関、各
施設の視察等を通じて国際的視野を広め、地
域において積極的に活動できるリーダーの養
成を図る。
２．実施主体
香川県「女性友好の翼」実行委員会
３．事業の内容
・スウェーデン、オランダ、ドイツの３カ
国、１０日間で各種施設等の視察等及び訪
問国における女性との交流・交歓
・経費の４分の１を町が負担

語 学 指 導 等 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業
（ＪＥＴプログラム）

２，９２０

１．事業の目的
外国語（英語）教育の充実と国際理解の教
育を推進する。
２．実施主体
庵治町
３．事業の内容
特にコミュニケーション能力の充実を図る。
国際理解の教育の推進

－３７－



市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

庵

治

町

中学生の海外派遣事業の
調 査 （ 仮 称 ）

５００

１．事業の目的
国際交流を通じて、異文化に対する理解を
深め、広い視野と国際人としての協調性を身
につける。
２．実施主体
庵治町
３．事業の内容
中学生を海外に派遣するための訪問国及び
学校の調査

塩

江

町

外 国 青 年 招 致 事 業
（ＪＥＴプログラム）

３，６００

１．事業の趣旨
学校教育に外国人の英語指導を取り入れる
とともに、地域での国際交流の進展を図り、
総合理解を増進する。
２．実施主体
教育委員会
３．事業の内容
町内の小・中学校において、外国語指導助
手を行う。
期間１年間 人数１人

第 ５ 回 し お の え
国際青年芸術祭２００２

２，２５０

１．事業の趣旨
国内外の青年が自然あふれる塩江町に集い、
町民と協力して行う制作活動を通して、「豊
かな地域文化の発展」と「住民と青年芸術家
の国際交流」をすすめる。
２．実施主体
しおのえ国際青年芸術祭実行委員会
３．事業の内容
アジア、アメリカ、ヨーロッパ及び国内か
ら若い芸術家が、町内の家庭にホームステイ
をして、創作活動をおこなう。塩江美術館で
展覧会を開催した後、写真集を刊行して、文
化教育機関への寄贈も計画している。

香

川

町

外 国 青 年 招 致 事 業 ４，９８６ ５，２７１

１．事業の趣旨（目的）
学校教育に生きた英語指導を取り入れ国際
性豊かな人材を育成する。
２．実施主体
香川町（教育委員会・企画課）
３．事業の内容
香川町立第一中学校において、招聘した外
国青年を補助員とし、英語の授業を実施する。
また、町立小学校の英語クラブ活動等の講師
を行う。
実施時期 平成１４年４月～平成１５年３月
参加人員 アメリカ人 １名

－３８－
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名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

直

島

町

語 学 指 導 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業

４，３２４ ５，１９３

国際化社会に対応するため、外国人英語指導
助手を招致し、直島町の学校教育・社会教育
の両面にわたり国際理解教育の充実を図る。
○小学校・中学校における外国語教育の補助
○幼児学園・小学校における外国文化に触れ
る活動
○幼児学園・小学校・中学校の各種行事への
参加
○社会教育における英会話講座をはじめ、地
域各団体とのふれあい交流

姉 妹 都 市 交 流 事 業 １１６ １２０
姉妹都市であるカナダ国のティミンズ市へ、
日本の文化を理解してもらうために、記念品
を贈呈する。

綾
上
町

香川県海外技術研修員
と の 交 流

１０９ １２０
県海外技術研修員を招待し、町民とさぬきの
どじょう汁を体験してもらい、交流する。

綾
南
町
中国研修生受入事業 １，７６０ １，７６０ 中国から行政研修生１名を受入る。

国

分

寺

町

英語指導助手招致事業 ４，５０３ ５，２３９

１．英語指導助手
・国分寺中学校の英語授業の補助
・国分寺中学校の英会話クラブの補助
・英語教材作成の補助
２．町内小学校児童及び幼稚園園児との交流
活動
３．町内英会話教室の指導

グローバルセミナー ９７ ６０
１．県内で活躍している外国人を講師に招い
て、その国の現状や文化を学ぶセミナー

飯

山

町

青 年 海 外 派 遣 事 業 ９８ １４０ 「香川県青年の翼」（県実施）参加者への助成

飯山中学生海外派遣事業 １，９３５ ２，１３０

国際化時代に対応した人材を育成するため、
中学３年生を USAに派遣する。
・期 間 ８／２３～２９
・人 員 中学３年生 ６名 引率 ２名
・派遣先 USAカリフォルニア州ヴァダ

ループ市
・内 容 現地の地域の方との交流

ホームステイによる生活体験
行政機関への表敬訪問

・実施主体 実行委員会

国 際 人 養 成 講 座 １０ ３６

国際理解のため、外国人を招き、外国の文化、
習慣、歴史、食生活等を年間通じて学ぶ。
年間６回開催
（アイパルより講師派遣）
実施主体 公民館

総 合 学 習
（ 国 際 理 解 教 育 ）

７５０

－３９－



市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

飯

山

町

外 国 青 年 招 致 事 業 ４，９９５

地域の国際化推進と外国語学習の充実を図る
ために、ＪＥＴ青年を招致する。
・中学校、小学校でのＡＬＴ
・外国語教材作成の補助
・課外活動への協力
・町内英会話講座の指導等

宇
多
津
町

宇 多 津 国 際 交 流 会
へ の 補 助

３００

琴

平

町

ふ れ あ い の 翼 事 業 ― ２５

中学生を韓国に派遣し、豊かな国際感覚を身
に付けさせ、心身ともにたくましい子どもの
育成に資する。
・事業の内容
スポーツ交流、文化交流、ホームステイ
・事業主体
ふれあいの翼事業実行委員会

英国グローブ座との
交 流 事 業

１，０００

重要文化財である旧金毘羅大芝居と英国グロ
ーブ座との交流を図る。
・事業の内容
１５年度に計画している英国グローブ座専
属劇団による旧金毘羅大芝居でのシェイク
スピア劇公演の準備事業

多

度

津

町

中学生相互交流事業 ９，６１１

多度津町「普陀区への
友 好 の 翼 」 事 業

２７，２７１

友 好 都 市 交 流 事 業 １３，２００

【趣 旨】
友好関係にある中国上海市普陀区との友好
推進
【内 容】
・多度津町代表団訪中
・普陀区内中学生訪日
・多度津中学生訪中
・普陀区代表団訪日

多度津町文化交流団
派 遣 事 業

３１３

【趣 旨】
上海市普陀区内で開催される「国際花祭」
において「華道」の実演を行う。
【内 容】
・文化交流団派遣（４月９日～１４日・６名）

外 国 青 年 招 致 事 業 ５，２００ ５，８００

【趣 旨】
学校教育に生きた英語指導を取り入れ、国
際化社会の人材育成を行う。
【内 容】
多度津中学校において英語指導教育を実施
予定
期間 平成１４年７月～平成１５年７月
人数 １名

－４０－



市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

仲

南

町

中 学 生 海 外 派 遣 ３，９２１ ４，０００

１．事業の趣旨（目的）
国際交流を通して相互理解を図るとともに、
国際感覚や広い視野を培ったり、国際親善を
深めながら、我が国の良さについても再認識
することを、その目的とする。
２．実施主体
仲南町国際交流協会
仲南町教育委員会
３．事業の内容
・中学生１６人 随行４人
・中華人民共和国
・５泊６日
・長安県第一中学校と交流交歓会
・西安、北京、上海視察と研修

会 員 海 外 研 修 旅 行 ３，０８０

１．事業の趣旨（目的）
見聞を広め、国際社会への意識を高める。
２．実施主体
仲南町国際交流協会
３．事業の内容
・協会会員より希望者を募る
・１１月８日～１２日（４泊５日）
・西安、北京、上海視察と研修

英 会 話 教 室 １０５ １５０

１．事業の趣旨（目的）
国際理解を促進するとともに、英語の運用
力を高めることを目的とする。
２．実施主体
仲南町国際交流協会
３．事業内容
外国人講師を招いて、初級程度の英会話や
異文化紹介

高

瀬

町

大 韓 民 国 陝 川 郡
友 好 交 流 事 業

２，６６９ ４，５００

大韓民国陝川郡と高瀬町との友好を増進させ
るため、次の事業を実施する。
・文化交流事業として子供太鼓団を派遣し、
現地の文化祭に出演（２０名）
（平成１４年１０月９日～１２日）
・議員団の訪問１０名 （日程・同上）
・高瀬中学校友好訪問団の派遣（生徒１０名
・引率３名、平成１４年８月上旬、ホーム
ステイによる交流）
・陝川郡中学生友好訪問団の受入（生徒１０
名・引率３名、平成１４年１２月下旬、ホー
ムステイによる交流）

高瀬町国際交流協会補助 ２，０００ ２，０００

国際交流協会活動補助
・在住外国人との交流事業
（料理教室・文化祭・体育祭への参加）
・外国語講座の開催（韓国語・英語等）
・その他協会の目的達成に必要な事業

－４１－
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１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

高

瀬

町

大韓民国汝矣島中学校
友 好 交 流 事 業

２，７２０ ２，７２０

大韓民国汝矣島中学校と高瀬中学校との友好
を増進させるため次の事業を実施予定。
・高瀬中学校生徒４０名、引率教師５名
（８月２８日～３１日）
・汝矣島中学校生徒及び引率教師計８０名の
受入 （１２月中旬）
（実施主体：高瀬中学校国際交流実行委員会）

ふ れ あ い の 翼 派 遣
参 加 費 補 助 事 業

２４ ２４
中学生の代表をソウルへ派遣し、親善と国際
的視野を養う。

香川県青年海外派遣
研 修 費 補 助 事 業

７５ １３０

青年の代表を海外に派遣し、交流を通じ相互
の理解を深め友好親善を図る。
（１名、平成１４年７月２５日～８月５日）
タイ・ベトナムコース

Ｂ＆Ｇ財団海外体験
クルーズ参加補助事業

２７６ １８４
Ｂ＆Ｇ財団海外体験クルーズに中学生を派遣
し、国際感覚を養うとともに健全育成を図る。
（２名、平成１５年３月）

語 学 指 導 等 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業

５，０７１ ５，３１２
高瀬中学校での外国語指導助手（ALT）の招
致（１名、平成１４年８月～平成１５年８月）

国際交流員招致事業 ３，０００ ３，０００
大韓民国陝川郡及びソウル汝矣島中学校との
交流を促進させるため、韓国から国際交流員
を採用する。

三

野

町


三野町国際交流協会
へ の 助 成

５，０００ ５，０００

１．国際交流事業の企画及び推進
２．民間団体の国際交流活動に対する支援
３．ボランティアの組織化及び育成
４．留学生、研修員その他の外国人に対する
支援
５．国際交流に関する情報の収集及び提供
６．海外技術協力に関する事業
７．その他協会の目的達成に必要な事業

外 国 青 年 招 致 事 業 ９，１５１ １０，３６８
地域での国際交流の涵養と外国語学習の充
実を図るため、JET青年を招致する。（ALT
１名、CIR１名）

地方自治体米国大学院生
研 修 事 業

４８０ ６００
米国大学院生を受け入れ、研修生が行政、組
織、文化等様々な分野で対日理解を深め、受
入団体の活性化や国際化を推進する。

国 際 理 解 講 座 ７０ １００
国際理解を深めるため、県内在住外国人や国
際交流関係者等を招いて月１回の講座を開設
する。

地方公務員海外派遣
研 修 事 業

３８２ ４３０

海外の地方行政・地域づくりに対する理解を
深めることを通じて、日本の地方公共団体の
現状や課題を再認識し、地域の振興・活性化
のための示唆を得るとともに国際感覚の涵養
を図る。

国際文化アカデミー研修 ５４ ９０ 職員の国際感覚を養うため、研修に参加する。

－４２－
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三

野

町

香川県青年海外派遣
研 修 事 業

２５０
青年の代表を海外に派遣し、国際的視野を養
い、地域リーダーの養成を図る。（参加費補助）

香川県ふれあいの翼事業 ２４ ３０

中学生の代表を大韓民国へ派遣し、現地の中
学生との友好親善や文化施設等の視察を通じ
て豊かな国際的感覚を身につけさせ、明日の
香川を担う心身ともにたくましい子どもの育
成に資する。（参加費補助）

国 際 協 力 支 援 事 業 ４７ ５０ 国際協力事業団、オイスカ等への事業協力

大

野

原

町

香川県ふれあいの翼事業 ２５ ３０

１．事業の趣旨
中学生の代表を大韓民国へ派遣し、大韓民
国の中学生との友好親善や文化施設の視察等
を通して、豊かな国際感覚を身に付けさせ、
明日の香川を担う心身ともにたくましい子ど
もの育成に資する。
２．実施主体
ふれあいの翼事業実行委員会
３．事業内容
中学３年生 １名参加
ホームステイ・学校訪問など交流

大野原町民海外研修費
補 助 事 業

１２０

１．事業の趣旨
町民が、研修により幅広い知識や国際的な
視野と感覚を学び、活力ある町づくりに寄与
することを目的とする。
２．実施主体
香川県「女性友好の翼」
３．事業内容
女性海外派遣事業に１名の参加。本人負担
額の１／２補助。

１５０

１．事業の趣旨
町民が、研修により幅広い知識や国際的な
視野と感覚を学び、活力ある町づくりに寄与
することを目的とする。
２．実施主体
香川県「青年海外派遣事業」
３．事業内容
青年海外派遣事業に１名の参加。本人負担
額の１／２補助。

グローバルセミナー ― ―

１．事業の趣旨
外国人の話を聞くことにより、外国の文化
や生活習慣について理解を深める。
２．実施主体
町中央公民館（家庭教育夏季講座）
中央婦人大学
３．事業内容
町民を対象に、外国の文化や歴史の講話。
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市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

大

野

原

町

語 学 指 導 外 国 青 年
招 致 事 業 ５，７６１ ５，０７３

１．事業の趣旨
外国語指導助手を招いて、英語学習への興
味づけやコミュニケーション能力の育成をは
かるとともに、外国の言語や文化に対する関
心を深め、国際理解の基礎を培う。
２．実施主体
町教育委員会
３．事業内容
英語の授業補助、英語教員への研修補助、
幼・小学校で子ども達と交流、特別・課外活
動への協力、地域住民への語学指導の協力

英 会 話 教 室 ― ―

１．事業の趣旨
英会話学習をとおして国際的な感覚を身に
付けることを目的とする。
２．実施主体
町中央公民館
３．事業内容
町民１７名を対象に週１回（全１２回）、初級英
会話講座を開催。講師は、JETプログラムの
外国語指導助手。

中学生海外派遣事業 ２，７６５ ２，８００

１．事業の趣旨
国際化時代に対応した人材を育成するため、
外国の中学生との友好親善や文化施設の視察
を通して、豊かな国際感覚を身に付けさせ、
明日の大野原町を担う心身ともにたくましい
子どもを育成することを目的とする。
２．実施主体
町国際交流協会
３．事業内容
中学３年生１０名、引率者２名参加
交流予定先の学校訪問・ホームステイなど

豊

中

町

オーストラリア・タリー市
短期留学研修プログラム ３，５００

国際交流員招致事業 ４，４４０

国際交流員としてオーストラリアから外国語
指導員を招へいし、学校教育及び社会教育活
動を通して町民の語学力の向上並びに異文化
の理解を深め、国際化を推進する。

詫

間

町

中 学 生 ・ タ コ マ 市
短 期 留 学 研 修 ６，７６２ ６，２５０

中学生２０名をアメリカ合衆国ワシントン州タ
コマ市へ派遣。ホームステイを実施。
７月２９日～８月８日
主体：詫間町国際交流協会

モンゴル友好親善訪問 ５，０００
一般会員２５名がモンゴルを訪問。
６月１７日～２２日
主体：詫間町国際交流協会

ニューヨーク友好親善訪問 ５，４５５

日 米 国 際 親 善
高 校 野 球 大 会 ３，６００

高校生野球チームをアメリカ合衆国ワシント
ン州タコマ市／ピアス郡より招待して野球大
会を開催。
８月１２日～１６日
主体：詫間町国際交流協会
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市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

詫

間

町

モンゴル留学生受入れ ３５７ ４００

モンゴル人留学生４名（女子小学生２名、女
子中学生２名）を受入れ。町内８家庭でホー
ムステイさせながら通学させる。
９月１９日～１２月５日
主体：詫間町国際交流協会

国 際 交 流 協 会
１０ 周 年 記 念 式 典 １，１６０

カ ナ ダ ・ 高 校 生
短 期 留 学 研 修 ２，３００

高校生１０名をカナダ、ブリティッシュコロン
ビア州・パークスビルへ派遣。ホームステイ
とスクーリングを実施。
平成１５年３月～４月
主体：詫間町国際交流協会

仁

尾

町

仁尾中学生海外派遣事業 ２，１７２ １，４２１

１．事業の趣旨
米国の中学生との友好親善や、文化施設の
視察などを通じて、豊かな国際感覚を身につ
けさせ、心身ともにたくましい子どもの育成
を図る。
２．所管 教育委員会
３．事業内容
�期間 ８月２日～１２日
�派遣先 アメリカ合衆国ワウパカ市他
�派遣者数 生徒６名、引率３名
�方法 ホームステイ及びカナダ国トロン
ト市における視察研修

語 学 強 化 事 業 ４，７９９ ５，０４８

１．事業の趣旨
外国語教育の充実を図るとともに、地域レ
ベルでの国際交流の進展を図ることを通じて、
諸外国との相互理解を増進し、国際化の促進
に資する。
２．所管 教育委員会
３．事業内容 英語指導助手
「語学指導等を行う外国青年招致事業（Ｊ
ＥＴプログラム）」を取り入れ、１年間本町中
学校に勤務する外国語指導助手を雇用。

香川県女性友好の翼事業 １００

香川県中学生の翼事業 ２５ ２８

豊

浜

町

中学生海外派遣事業 ２，９７６ ３，４５０

１．事業の趣旨
国際化時代に対応した人材を育成するため、
外国の中学生との友好親善や文化施設の視察
等を身につけさせ、心身ともにたくましい子
供の育成を図る。
２．実施主体 教育委員会
３．事業内容
（派遣）
・派遣人員は豊浜中学校３年生１０名及び引
率者２名
・中学校訪問による交流活動
・ホームステイによる生活体験活動
・文化、歴史学習
（受入）
・ホームステイ受入 小学生８名、引率者
２名
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市
町
名

事 業 名 １３年度決算
見 込 額

１４ 年 度
予 算 額 １４ 年 度 事 業 内 容

豊

浜

町

まちづくり海外研修事業 ５０ １，０００

１．事業の趣旨
これからの国際時代に対応したまちづくり
を推進するため、町民が海外研修を通じて幅
広い知識や視野を広め、豊かな国際感覚を身
につけた、地域において積極的に活動できる
人材の育成を図る。
２．実施主体 企画商工課
３．事業内容
・町民が他の公共機関又はこれに準ずる団
体の実施する研修に参加する研修。
・研修の期間は概ね１ヶ月以内とする。
・研修人員は概ね１０名とする。

語 学 指 導 等 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業 ５，５９３ ６，０９３

１．事業の趣旨
外国青年を招致することにより、中学生の
外国語教育の充実を図るとともに、地域住民
との交流を深め国際化の促進を図る。
２．実施主体 教育委員会
３．事業内容
・幼・小・中学校における外国語授業の補
助
・外国語教員に対する現職研修への補助
・特別活動及び課外活動への協力
・社会教育における町民への語学指導への
協力
・地域の民間交流団体の事業活動に対する
助言、参画

音
寺
市
学
校
組
合

三
豊
郡
山
本
町
観

語 学 指 導 を 行 う
外 国 青 年 招 致 事 業
（ＪＥＴプログラム）

４，６７１ ５，９０８

１．事業の趣旨
中学生に対する英語指導
２．実施主体
自治体国際化協会
３．事業の内容

ALT（外国語指導助手）１名を招致
行
政
事
務
組
合

小
豆
地
区
広
域

小豆島国際友好協会
へ の 助 成 事 業 １，０００ １，０００

圏域内の国際化を図るとともに、観光面での
ＰＲ、イメージアップ効果、また今世紀を担
う青少年の人材育成を目的とする事業に対し
助成を行う。

三
豊
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興
事
務
組
合

三 豊 広 域 語 学
研修センター運営管理 ４，７８０ ５，０００

三豊圏域内住民を対象とする外国語講座（英
語・中国語）を実施し、住民の語学の向上に
努める。
・三豊ふるさと市町村圏基金活用事業

人 材 育 成 事 業 １，７１０ １，８４１
海外研修を実施することにより、地域振興・
都市開発等について研修して、職員の国際感
覚の向上及び人材の育成を図る。

国 際 交 流 事 業 ５９３ ３１

幅広い教養と見識を持つ国際人を育成し、自
らのまちづくりを自主的に行っていけるよう、
海外の都市、町との国際友好都市提携を検討、
推進していく。
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� 香川県と中国陝西省との友好提携

せ ん せ い し ょ う

日本国香川県と中華人民共和国陝西省との
友好県省提携に関する協定書

日本国香川県と中華人民共和国陝西省は、唐に遊学した空海以来、長年にわたる友好往来の基礎

の上に、日中共同声明と日中平和友好条約の原則に則り、両県省の友好交流・協力関係を更に強化

発展させ、日中両国ならびに両県省民の理解と友情を増進させるため、友好的に協議を行い、友好

県省関係を締結することに合意した。

双方は、「平和友好、平等互恵、相互信頼、長期安定」の四原則に基づき、共に両県省民との間

の友好往来を促進し、積極的に経済、文化、教育、スポーツなどの各分野における交流と協力を行

うことにより、両県省の繁栄と発展に努力する。

本協定書は日本語及び中国語により作成し、各自一通を保有するものとし、両国語の協定書は同

等の効力を有する。

本協定書は、署名の日から効力を発する。

１９９４年４月２２日 高松市に於いて

日本国 中華人民共和国

香川県知事 陝西省省長

平 井 城 一 白 清 才
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陝西省との友好交流
（平成６年４月の友好県省提携に関する協定の締結以後のものに限る。）

○ 平成６年度
� 香川県訪中団の派遣 （１４名 １０／９～１０／１３）
� 「青年の翼」訪中団の派遣 （１７名 ７／２７～８／３）
� 国際交流員の受け入れ （１名 平成６．４．５より１年間）

○ 平成７年度
� 国際交流員の受け入れ （１名 平成７．４．６より１年間）
� 陝西省友好代表団の受け入れ （１４名 １０／２４～１１／１）
� 技術研修生の受け入れ （１名 ５／３０～３／３０）
� 陝西省書画・拓本展の開催 （５名 ５／１３～５／１８）
� 陝西省伝統芸能代表団を招聘し、地域伝統芸能フェスティバルで上演

（１０名 ５／２６～５／２８）
� 「青年の翼」訪中団の派遣 （１８名 ７／２６～８／２）
� 香川県商工関係者の陝西省派遣 （３名 ９／１１～９／１７）
� 青龍寺遺跡庭園・鐘楼の建設 （竣工式典 １１／１１）
※民間交流事業

○ 平成８年度
� 陝西省友好代表団（経済視察団を含む）の受け入れ

（１０名 １１／２５～１２／２）
� 国際交流員の受け入れ （１名 平成８．４．１２より１年間）
� 技術研修員・協力交流研修員の受け入れ

（２名 ５月～３月中旬）
� 青少年スポーツ交流団の受け入れ （２０名 ８／１９～８／２５）
� 「青年の翼」訪中団の派遣 （１６名 ７／３１～８／１２）
� 香川県経済視察団の派遣 （１３名 １０／３１～１１／７）
� 陝西省農業・農協視察団の受け入れ（１７名 ８／３０～９／１０）
� 陝西省展協議団の受け入れ （７名 ３／２３～３／２８）
� 陝西省展調査団の派遣 （４名 １１／４～１１／９）

○ 平成９年度
� 陝西省友好代表団の受け入れ （１０名 ６／１５～６／２４）
� 香川県友好代表団の派遣 （９名 １１／９～１１／１４）
� 国際交流員の受け入れ （１名 平成９．４．１０～平成１０．４．９）
� 技術研修員・協力交流研修員の受け入れ

（２名 ６月～３月中旬）
� 「青年の翼」訪中団の派遣 （１４名 ７／２３～８／４）
� 青少年スポーツ交流団の派遣 （２０名 ８／２２～８／２８）
� 陝西省民俗芸能団体香川公演 （５０名 １０／２２～１０／２８）
� 陝西省展協議団の受け入れ （�３名 ７／１６～７／２２�７名 １０／２０～１０／２３）
� 〃 調査団の派遣 （�６名 ６／１～６／７ �４名 １０／５～１０／９）

（�４名 １１／９～１１／１５�５名 １／１４～１／１９）
※交流項目以外での交流
� 平成の遣唐使の派遣 （２名 ４／３～６／５）
� 日中ジュニア卓球大会への派遣 （４名 ８／２５～８／３０）
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○ 平成１０年度
� 国際交流員の受入れ （１名 平成１０．６．２５～平成１１．４．８）
� 技術研修員・協力交流研修員の受入れ

（２名 ６月～３月中旬）
� 「青年の翼」訪中団の派遣 （１４名 ７／２９～８／１０）
� 友好代表団の相互派遣
� 青少年スポーツ交流団（卓球）の招聘（２０名 ８／２４～８／３０）

○ 平成１１年度
� 国際交流員の受入れ （１名 平成１１．４．８～平成１２．４．７）
� 技術研修員・協力交流研修員の受入れ（２名 ６月～３月中旬）
� 「青年の翼」訪中団の派遣 （１２名 ７／２９～８／９）
� 青少年スポーツ交流団（卓球）の派遣（２０名 ８／９～８／１５）
� 陝西省友好代表団の受入れ （７名 １／１８～１／２４）
� 香川・陝西友好の翼訪中団の派遣 （２２４名 ５／９～５／１５）

○ 平成１２年度
� 国際交流員の受入れ （１名 平成１２．４．６～平成１３．４．５）
� 技術研修員・協力交流研修員の受入れ（２名 ６月～３月中旬）
� 「青年の翼」訪中国の派遣 （１０名 ７／２７～８／７）
� 青少年芸術交流団（書道）の派遣 （１０名 ８／１４～８／２０）
� 陝西省友好代表団の受入れ （７名 １０／２４～１０／３０）

○ 平成１３年度
� 香川県友好交流団の派遣 （４名 １１／８～１１／１１）
� 国際交流員の受入 （１名 平成１３．４～平成１４．３）
� 技術研修員・協力交流研修員の受入（２名 平成１３．６～平成１４．２）
� 陝西省青少年芸術交流団の招へい （１０名 ７／１２～７／１８）
� 陝西省芸術展示紹介 （１２／２５～１２／２８、２／１３～２／１９）
� 両県省紹介資料相互交換

○ 平成１４年度（予定）
� 陝西省友好代表団の招へい （別途協議）
� 国際交流員の受入 （１名 平成１４．４～平成１５．３）
� 技術研修員・協力交流研修員の受入（２名 平成１４．６～平成１５．２）
� 香川県青少年書道交流団の派遣 （１１名 ８／１５～８／２１）
� 陝西省芸術紹介 （別途協議）

� 日中国交正常化３０周年記念事業
友好交流団の派遣 （別途協議）
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陝 西 省�

香川県�

せんせいしょう

陝西省の概要

中国の内陸のほぼ中央に位置し、中国の東部、中

部および西南、西北地区をつなぐ交通の要衝で歴史

的にも重要な舞台となってきた。面積は約２０万５千

	で中国総面積の約２．１％、日本の約半分、香川県
の約１１０倍であり、人口は約３６百万人で中国総人口

の約２．９％、日本の約２９％、香川県の約３５倍を擁し

ています。

中国の主な農業産地の一つであり、林業や牧畜業

も盛んで、豊富な鉱物資源を有します。機械工業は

省の代表的産業であり、電子工業や紡績工業も先進

的な位置を占めています。

悠久の歴史に加え豊かな民俗風情と自然景観に恵

まれた省都西安市は観光の中心であり、古くは長安

の名で知られ、弘法大師・空海が学んだところであ

り、香川県には馴染みの深いところです。
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� 外国青年招致事業（ＪＥＴプログラム）

ＪＥＴプログラムは、「語学指導等を行う外国青年招致事業」（The Japan Exchange and

Teaching Programme）の略称で、地方公共団体が、総務省、文部科学省、外務省及び財団法人

自治体国際化協会（ＣＬＡＩＲ）の協力の下に実施しています。

このプログラムは、外国語教育の充実と地域レベルの国際交流の進展を図ることを通し、わが国

と諸外国との相互理解の増進とわが国の地域の国際化の推進を目的として、昭和６２年度に開始さ

れました。

� ＪＥＴ参加者の職種と業務

１９８７年に開始されて以来、本県も当初から積極的に受け入れを図っています。

任期は、毎年８月から翌年７月（中国、韓国は４月から３月）までの１年間で、契約更新は、

最大限２回まで（通算３年まで）となっています。

� ２００２年度の県内配置状況

香川県国際課 ３名
ＣＩＲ ９名

香川県国際交流協会 ３名

町３名 三野町、財田町、琴南町 各１名

県立高校 １９名
県 ３４名

６５名 県教育事務所 １５名

ＡＬＴ ５６名

町 ２２名 各１名

和文
職名

国際交流員
（スポーツ国際交流員）

外国語指導助手

英文
職名

ＣＩＲ＝Coordinator for International Relations

（ＳＥＡ＝Sports Exchange Advisor）
ＡＬＴ＝Assistant Language Teacher

配属 地方公共団体の国際交流担当部局等 中学校・高等学校及び教育委員会等

職

務

内

容

�外国からの訪問客の接遇
�外国語刊行物の翻訳・監修
�イベント等の際の通訳
�国際交流事業の企画立案及び助言
�地方公共団体の職員、地域住民等に対する語学指導への
協力
�地域の民間国際交流団体の事業活動に対する助言、参画
�スポーツを通じた国際交流に関する業務（ＳＥＡの場合）
�その他地域住民の異文化理解のための交流活動への協力

�日本人教師の外国語授業の補助
�小学校における外国語会話の補助
�外国語補助教材作成の補助
�日本人外国語担当教師に対する現職研修の補助
�外国語関連クラブ等課外活動への協力
�外国語担当指導主事等に対する語学に関する情報
の提供（言葉の使い方、発音の仕方等）
�外国語スピーチコンテストへの協力
�その他地域における国際交流活動への協力

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

観音寺市、さぬき市
引田町、白鳥町
大内町、内海町
牟礼町、庵治町
塩江町、香川町
香南町、直島町
国分寺町、多度津町
高瀬町、三野町
大野原町、詫間町
仁尾町、豊浜町
山本町観音寺市学校
組合
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� 外国青年の受入れ状況 （単位：人）

香 川 県 全 国

県ＣＩＲ 町ＣＩＲ ＣＩＲ計 県ＡＬＴ 町ＡＬＴ ＡＬＴ計 計 ＣＩＲＡＬＴＳＥＡ 計

’９３年 ６ ６ ２６ １０ ３６ ４２ ２７７ ３，５０８ ３，７８５

’９４年 ６ ６ ２８ １１ ３９ ４５ ３１４ ３，８６５ ６ ４，１８５

’９５年 ６ ６ ３０ １３ ４３ ４９ ３７５ ４，２４３ １１ ４，６２９

’９６年 ６ ６ ３２ １３ ４５ ５１ ４４０ ４，５７４ ９ ５，０２３

’９７年 ６ ６ ３３ １５ ４８ ５４ ４８５ ４，８３１ ３５ ５，３５１

’９８年 ６ ６ ３５ １５ ５０ ５６ ５４５ ５，０９６ ４６ ５，６８７

’９９年 ６ ６ ３５ １７ ５２ ５８ ５５０ ５，２４１ ４４ ５，８３５

２０００年 ６ ２ ８ ３５ １７ ５２ ６０ ５７４ ５，４７８ ３６ ６，０８８

’０１年 ６ ２ ８ ３５ １８ ５３ ６１ ５７６ ５，５８３ ３１ ６，１９０

’０２年 ６ ３ ９ ３４ ２２ ５６ ６５ ５６４ ５，６６１ ２９ ６，２５４

２

０

０

２

年

の

国

別

招

致

数

ア メ リ カ １ １ ２ １５ １１ ２６ １５ １３９ ２，５２８ ３ ２，６７０

イ ギ リ ス ２ ２ ５ ４ ９ １８ ５４ １，２２７ １，２８１

オーストラリア １ １ ４ １ ５ ３ ８１ ３５８ ２ ４４１

ニュージーランド ２ ２ ２ ２８ ３７０ １ ３９９

カ ナ ダ ５ ３ ８ １５ ３２ ９５３ ９８５

アイルランド ２ １ ３ １ ４ ９５ ９９

フ ラ ン ス １ １ １ １８ ９ ２７

ド イ ツ ２１ ３ ５ ２９

中 国 １ １ １ ６７ １１ ５ ８３

韓 国 １ １ １ ５５ ４ ６ ６５

ブ ラ ジ ル １８ ２ ２０

ロ シ ア １３ １ １４

ペ ル ー ２ ２

ス ペ イ ン ３ ３

イスラエル １ ２ ３

イ タ リ ア ２ ２ １ ５

ジャマイカ ３２ ３２

南アフリカ １ １ ２ ４４ ４４

ベ ル ギ ー １ １ １ ２ ２

シンガポール ２ ２ １ ４ １７ ２１

そ の 他 ２０ ６ ４ ３０

（予定）

�
�
�
�
�
�

ＣＩＲ…Coordinator for International Relations 国際交流員

ＡＬＴ…Assistant Language Teacher 外国語指導助手

ＳＥＡ…Sports Exchange Advisor スポーツ国際交流員
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� 海外技術研修員等受入れ状況

� 海外技術研修員（ＯＴＴ）

本県では、１９７２年（昭和４７年）以来毎年、海外技術研修員を受け入れてきました。

海外技術研修員受入制度は、開発途上国の社会的、経済的発展に寄与するため、これら諸国

の有為の青年を本県に招致し、技術を習得してもらうためのもので、併せて県民との交流にも

努めてもらうものです。

これら海外技術研修員は、６月末に来県し、７月（週４回）及び８月（週２回）に日本語研

修をうけ、８月から翌年１月までの６か月にわたり民間企業、公的試験場、学校などで技術研

修を受けています。

なお、これらの者は、本県に滞在中は、高松市仏生山町の県農業試験場構内に設置の宿泊棟

にて共同生活をしています。

� 県費留学生

本県では１９８７年（昭和６２年）から１９９６年（平成８年）まで、県費留学生を受け入れてきまし

た。

県費留学生は、本県から南米への移住者の子弟のうち有為の青年を１年間本県に招致して、

大学等にて学習してもらうものです。

� 長期青年招聘事業研修生

将来を担う文化人を我が国に招聘し、我が国の事情の理解の基礎となる日本語の習得、視察、

それぞれの関心分野に応じた文化的分野における研修等を通じ、幅広く、我が国の事情を見聞

してもらうため、外務省が１９９２年度（平成４年度）より実施しているもので、地方研修として、

香川県で１０月から３月までの６か月間、研修をしています。

� 帰国研修員短期再研修生

本県の海外技術研修員として研修し、帰国後その技術等を活用している者を、再度受け入れ、

技術の一層の充実を図り母国の発展に寄与してもらうものです。研修期間は任意となっていま

す。

� 自治体職員協力交流研修員

海外の自治体職員を日本の地方団体に受け入れ、日本の地方団体のノウハウ、技術等を習得

させ、併せて地方団体の国際化施策等に協力することを通じて、地域の国際化を推進する目的

で、平成８年度から受入れを始めたものです。

� ラオス地方行政官育成研修（香川県国際交流協会）

ラオスの将来を担う地方行政官を受け入れ、農業を中心とした地方振興策について研修をし

てもらうものです。１９９９年（平成１１年）から開始し、３年間で２６名を受け入れました。研修で

は、試験研究機関や地域特産品づくりなどを視察してもらい、ラオスの地域振興策に応用でき

るヒントを持ち帰ってもらいました。
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� 香川県海外技術研修員 年度別国別受入れ状況 （単位：人）

� 香川県県費留学生の受入れ状況

区

分
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人
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共
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ブ
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パ
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ュ
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マ

ラ
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ネ
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タ
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ニ

ア
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ビ

ア

ア

フ

リ

カ

州

ブ

ル

ガ

リ

ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
州

ニ

カ

ラ
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ア

北
ア
メ
リ
カ
州

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

ボ

リ

ビ

ア

ブ

ラ

ジ

ル

パ

ラ

グ

ア

イ

ペ

ル

ー

南
ア
メ
リ
カ
州

計

１９７２
（Ｓ４７）～

１９７９
２６ ３ ５ １６ １ １ ７ ２１１３１４２５９

’８０
（Ｓ５５） ２ １ １ １ ５ １ ３２１７１２

’８１ ２ １ １ １ ５ １４１１７１２

’８２ ２ １ ３ １ １ １４ ２７１１

’８３ １ ２ １１ ５ １ ５１ ７１２

’８４ １ ２ １ １ ５ １ ４２ ７１２

’８５ ２ １ １ ４ ６１１８１２

’８６ ２ １ ２ ５ １ １ １ ４１ ６１２

’８７ １ ２ １１ １ ６ １１ １ ３ １５１２

’８８ １ １ １ ３１１ ２ １ １ ２ １ ３１ ５１２

’８９ ２ １１ ４ １ １ １３ ３１１５１２

’９０ ２ １ ３ １ １ １ ３ １１３１ ６１２

’９１ ２ １１ ４ １ １ ２ １ ３２１７１３

’９２ ３ １ １１ ６ １ １ １１ ２ １ ３ １５１４

’９３ ３ １１ ５ １ １ １ ３ １３１１６１４

’９４ ３ １ ４ １ １ １３ １４１１７１４

’９５ １ ４ １ ６１ １ １ １ ２ ４２２８１７

’９６ １４ １ １ ７１ １ １１ １ ３ １ ２ １４１５

’９７ １４ ５ １１ ２ １ １ １２２５１３

’９８ ４ １ ２ １８ １ １ １ ４１２８１７

’９９ １４ １ ６ １１ １ ３１１１１ ２ ２１３

’００ ４ １１ １１ ８ ２１１４１２

’０１ １４ １ １１ ８ １２ １４１２

’０２ ３ １ １ ５ １１ １ ２１１５１１

計 ４４６３２１０３１１１９２４２２１１３６ ３ ２２１１９１３６３７１７３３１１１１１１９６９５３５２２１７７３５５

出 身 国 員数 修 学 内 容
’８７ ブラジル １名 組 織 培 養
’８８ 〃 〃 社 会 福 祉
’８９ 〃 〃 日 本 語
’９０ 〃 〃 国 際 経 営 論
’９１ ペ ル ー 〃 社 会 福 祉
’９２ ブラジル 〃 水 耕 栽 培
’９３ 〃 〃 地 質 学
’９４ 〃 〃 公 衆 衛 生 学
’９５ 〃 〃 害 虫 駆 除
’９６ 〃 〃 日 本 語 教 育
計 １０ 名

出 身 国 数 研 修 科 目
’９２ モンゴル １ 郷土資料館運営
’９４ ラ オ ス １ 体育教育の指導法

’９６ ラ オ ス １ アジア経済史
中 国 １ 日本文化、芸術全般

’９７ ラ オ ス １ 国際交流事業

’９８ 〃 １ 日 本 語 習 得
日本・ラオス相互交流プログラム

’９９ ベトナム １ 日 本 語 習 得
国際交流事業

’００ ラ オ ス １ 日 本 語 習 得
’０１ 〃 １ 日 本 語 習 得

’０２ 〃 １ 国際交流事業
日 本 語 習 得

� 長期青年招聘事業研修生の受入れ状況
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 海外技術研修員の研修先（１９７２～２００２年度） ※数値は員数

◎ 試験場、研究所（９７）

・香 川 県 農 業 試 験 場 ５５

・香 川 県 畜 産 試 験 場 ２６

・香川県衛生公害研究所 ４

・香 川 県 水 産 試 験 場 等 ７

・香 川 県 食 品 試 験 場 ２

・香川県環境研究センター ２

・埋蔵文化財調査センター １

◎ 研修、教育機関（１０９）

・香 川 県 教 育 セ ン タ ー １９

・香川県立高松高等技術学校 ２４

・香 川 県 農 業 大 学 校 ７

・香川県情報処理教育センター ２

・香 川 県 保 育 専 門 学 校 ３

・香 川 県 医 療 短 期 大 学 １

・穴吹コンピュータカレッジ ２７

・香 川 大 学 １

・香 川 医 科 大 学 ５

・高松工業高等専門学校 １

・雇用促進事業団香川職業訓練短大等 ４

・穴吹ビジネスカレッジ ３

・穴吹デザインカレッジ ２

・高 松 大 学 ２

・高 松 幼 稚 園 ４

・春 日 保 育 園 １

・そ の 他 ２

◎ 行政機関（５５）

・香 川 県 建 築 課 １４

・香 川 県 観 光 振 興 課 ２

・香 川 県 立 中 央 病 院 １４

・香川県東部家畜保健衛生所 ５

・そ の 他 香 川 県 １９

・本 四 公 団 １

◎ 民間企業（９０）

・四 国 電 力 ４

・タ ダ ノ ３

・四 国 ド ッ ク ３

・東芝四国家電サービス ３

・百 十 四 銀 行 ４

・寒 川 商 業 設 計 事 務 所 ２

・食 肉 加 工 関 係 業 者 ５

・歯 科 医 院 ・ 技 工 士 会 ７

・日本電信電話株式会社 ６

・香 川 県 身 体 障 害 者

総合リハビリテーションセンター ２

・そ の 他 ５５

計 ３５５

出 身 国 数 研 修 科 目
’９４ パラグアイ １ 放 送 技 術

’９５ ブ ラ ジ ル １ 洋 服 店 経 営
ペ ル ー １ 銀 行 業 務
アルゼンチン １ 小 児 科 学

’９７ ブ ラ ジ ル １ コ ン ピ ュ ー タ ー
ペ ル ー １ 印 刷

’９８ ブ ラ ジ ル １ 製 品 デ ザ イ ン
’９９ ブ ラ ジ ル １ 栄 養 管 理

出 身 国 数 研 修 科 目
’９６ 中国陝西省 １ 文書管理、書籍管理、国際交流業務
’９７ 〃 １ 経 済
’９８ 〃 １ 環 境
’９９ 〃 １ 一般行政
’００ 〃 １ 〃
’０１ 〃 １ 経 済
’０２ 〃 １ 秘 書

� 香川県帰国研修員短期再研修員の受入れ状況

	 自治体職員協力交流研修員の受入れ状況
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� 海外技術研修員宿泊棟の概要

�・所 在 高松市仏生山町甲２２０（県農業試験場構内）

・建 物 鉄筋コンクリート４階建の４階部分 ４８３．０�

・施設内容 個室１４室、食堂・浴室シャワー室・トイレ（兼用）・ロビー

・建築年次 １９６６年（Ｓ４１年）

�・所 在 高松市仏生山町甲２８６－２

・建 物 鉄筋コンクリート造陸屋根

・施設内容 個室１２室、玄関、トイレ、浴室、台所

・建築年次 １９９６年（Ｈ８年）改築

� 香川県国際協力情報センター

このセンターは、国際協力に関する様々な情報の受発信を統合的に取り扱い、県民に対する各

種情報の提供と、県内の国際協力団体と海外の国際機関との橋渡しを行うことを目的とします。

ホームページ http : //www.pref.kagawa.jp/kokusai/kyoryoku/index.html

◎概 要

香川県国際協力情報センターでは、国際協力に関係する様々な情報を収集し、インターネット

を通じて広く県民に提供し、国際協力の普及啓発を行います。これらの情報としては、国際協力

に関する県内のイベント情報をはじめ、国際化のデータや県、市町、開発途上国等の情報を掲示

する。今後、県が行った国際協力に関する各種調査結果の概要等のほか、元海外技術研修員や青

年海外協力隊員等から入手した情報についても掲載予定です。

◎内 容

�トピックス………国際協力に関する県内のイベント等の情報を随時提供

�香川県の国際協力………香川県が実施した国際協力事業などを掲載

�データブック

（a）国際化ファンダメンタルズ

海外渡航者、在県外国人、在県留学生・研修員等の状況や、姉妹友好都市や経済活

動の国際化等、本県の国際化に関係するデータを掲載

（b）国際化関連事業

ＪＥＴプログラムや青年海外協力隊等、県下の国際化関連事業を紹介するほか

県や市町の事業の概要を掲載

�かがわの国際交流員………香川県で働く国際交流員の情報

�Ｑ＆Ａ………国際協力等に関するＱ＆Ａ情報

�国際化関係団体名簿………県内の国際化関係団体の名簿を掲載

�リンク…………国際化関係サイトへのリンク集等
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� 青年海外協力隊（ＪＯＣＶ）の派遣

� 青年海外協力隊事業

青年海外協力隊事業は、意欲と情熱をもった青年による“草の根レベル”の国際協力事業で

す。

現地の人々と生活や仕事を共にしながらそれぞれの技術や技能をいかして、地域の社会・経

済の発展に貢献するものです。技術と語学力をもつ２０歳から３９歳の日本国籍を有する心身とも

に健康な青年であれば、学歴、性別を問わず参加資格があります。

なお、公募時に就職している者については、現職のまま参加する方法もあります。

● 募 集： 年２回（春・秋）

● 資 格： 満２０歳以上３９歳までの日本国籍をもつ青年男女

● 任 期： ２年間（他に一年派遣制度有り）

● 経 費： 訓練費用、任国までの往復航空運賃、任国での生活費は協力隊事務局負担

● 住 宅： 原則として派遣国が提供

募集期間
１次選考
（筆記）

２次選考
（面接）

訓 練 出 発

春募集
４月１０日～

５月２０日
６月９日 ７月

一
次
隊

４月中旬～

７月上旬
７月中旬

二
次
隊

９月上旬～

１１月下旬
１２月上旬

秋募集
１０月１０日～

１１月１６日
１２月８日 １月 三

次
隊

１月上旬～

３月下旬
４月上旬

募集、選考、訓練、出発の日程
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� 香川県出身の青年海外協力隊派遣一覧 ２００２年４月（単位：人）

年度
国名

１９６７
～８０

’８１
（Ｓ５６）’８２ ’８３ ’８４ ’８５ ’８６ ’８７ ’８８

’８９
（Ｈ１）’９０ ’９１ ’９２ ’９３ ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ’００ ’０１ 計

バングラデシュ １ １ １ ３
カンボディア １ １
ブ ー タ ン １ １
中 国 １ １ １ １ ４
インドネシア １ １ ２
ヨ ル ダ ン １ １ １ １ ４
ラ オ ス ２ １ ３
マレーシア ４ １ １ １ １ １ １ １０
モルディブ １ １ １ ３
パキスタン １ １
モ ン ゴ ル １ １
ネ パ ー ル ２ １ １ ４
フィリピン ３ ２ １ １ ７
スリランカ １ １
シ リ ア １ １ １ ３
タ イ １ １
パ ラ オ １ １
パプアニューギニア １ １ ２
ソ ロ モ ン １ １ ２
ト ン ガ １ １ １ ３
サ モ ア １ １ １ ３
ヴァヌアツ １ １
エ ジ プ ト １ １
エチオピア １ ２ １ ４
ガ ー ナ １ １ １ １ １ １ ６
ケ ニ ア ４ １ １ １ １ １ １ １ １ １２
コートジボワール １ １
リ ベ リ ア １ １ ２
マ ラ ウ イ １ １ １ １ １ １ １ ７
モ ロ ッ コ １ １ １ １ １ ５
ニジェール １ １ ３ １ ６
セ ネ ガ ル １ １ １ ２ ５
チュニジア １ １ １ ３
タンザニア ７ １ １ １ １ １ １ １３
ザ ン ビ ア １ １ １ １ ４
ジンバブエ １ １ １ ３
ブルガリア ２ ２
ハンガリー １ １
ポーランド １ １
ルーマニア １ １ ２
コスタリカ １ １
グアテマラ １ １ １ １ ４
ホンジュラス １ １ １ １ １ ５
ジャマイカ １ １
メ キ シ コ １ １
ニカラグア １ １
パ ナ マ １ １
ボ リ ビ ア １ １
チ リ １ １
コロンビア １ １
エクアドル １ １ ２
パラグアイ ２ １ １ ４
ペ ル ー ２ ２ ４
計 ３３ ３ ３ ７ ２ ３ ３ ６ ６ ８ ８ ７ ６ ６ ４ ８ ４ ８１０１０１１１０１６６
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� 香川県出身の青年海外協力隊職種別派遣人員数 ２００２年４月（単位：人）

農林水産部門 ３４ 保守操作部門 ３６ 保健衛生部門 １０ スポーツ部門 １８

食 用 作 物 ２ 工 作 機 械 ２ 医 師 １ 体 育 ３

稲 作 ３ 冷凍機器・空調 ２ 看 護 師 ３ 体 操 競 技 ２

園 芸 作 物 ３ 精 密 機 器 １ 助 産 師 １ 水 泳 ４

野 菜 ８ 医 療 機 器 １ 保 健 師 １ バレーボール ２

果 樹 ２ 電 気 機 器 ４ 臨床検査技師 １ 野 球 ３

病 虫 害 １ 電 子 機 器 １ ソーシャルワーカー １ 柔 道 ２

土 壌 肥 料 １ 送 信 機 １ 養 護 １ 重 量 あ げ １

農 業 土 木 ３ 無 線 通 信 機 ２ 栄 養 士 １ レ ス リ ン グ １

養 鶏 １ 船 舶 機 関 ２
教育文化部門 ４９

獣 医 師 １ 自 動 車 整 備 １６

村落開発普及員 ２ 搬 送 １ 経 済 ２

農 産 物 加 工 １ 通 信 電 力 １ 秘 書 ２

生 態 調 査 １ 電 話 線 路 １ システムエンジニア ７

漁 具 漁 法 １ 電 話 交 換 機 １ 映 画 １

養 殖 ３
土木建築部門 １２

婦 人 子 供 服 ２

植 林 １ 音 楽 ２

加 工 部 門 ７
土 木 設 計 １ 図 学 １

土 木 施 工 １ 日 本 語 教 師 １２

木 工 ２ 上 下 水 道 １ 理 数 科 教 師 １１

印 刷 １ 測 量 ２ 幼 稚 園 教 諭 ２

陶 磁 器 ３ 都 市 計 画 １ 文 化 人 類 学 １

小 型 造 船 １ 建 築 ４ 手 工 芸 １

建 築 施 工 １ 美 術 １

造 園 １ 数 学 教 師 １

家 政 １

視 聴 覚 教 育 ２ 合 計 １６６
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� 国際協力事業団による海外ボランティア等事業

� シニア海外ボランティア事業

開発途上国からの技術援助の要請に応えるため、幅広い技術・豊かな経験を有する中高年の

方で、ボランティア精神に基づき、途上国の発展に貢献したいという人々の希望を実現させる

ことを目的に設定された事業。技術と語学力をもつ４０歳～６９歳の日本国籍を有する心身ともに

健康な中高年の方であれば、学歴、性別を問わず参加資格があります。

なお、公募時に就職している者については、現職のまま参加する方法もあります。

・募集 年２回（春・秋）

・資格 満４０歳以上６９歳までの日本国籍をもつ男女

・任期 １年ないし２年間

・経費 任国までの往復航空運賃、任国での生活費は協力隊事務局負担

・住宅 原則として派遣国が提供

募集、選考、訓練、出発の日程

◎本県出身のシニア海外ボランティア派遣状況

００年 パナマ １名 造船技術

サモア １名 日本語教師

０１年 パナマ １名 経営管理及び販売

０２年 ドミニカ共和国 １名 美術

インドネシア １名 ハンセン病

� 日系社会青年ボランティア事業

中南米地域において、それぞれの国の国づくりのために大きな力となっている日系人社会に

対して、その一層の発展を図るために優秀な技術と奉仕の精神に富んだ日本の青年を２年間派

遣する制度。現地での受入機関は各国の日系団体等。技術をもつ２０歳～３９歳の日本国籍を有す

る心身ともに健康な青年であれば、学歴、性別を問わず参加資格があります。

なお、公募時に就職しているものについては、現職のまま参加する方法もあります。

・募集 年１回

・資格 満２０歳以上３９歳までの日本国籍をもつ男女

・任期 ２年間

・経費 任国までの往復航空運賃、任国での生活費等を協力隊事務局が負担

募 集 期 間 一 次 選 考 二 次 選 考 派遣前オリエンテー
ション・語学研修 出 発

春
募
集

４月１０日
～５月２０日

書類審査 ７月上旬 ８月下旬～
１０月中旬
～１１月中旬

秋
募
集

１０月１０日
～１１月１６日

書類審査 １月中旬 ２月中旬～３月中旬 ４月上旬

－６０－



募集、選考、訓練、出発の日程

◎本県出身の日系青年ボランティア派遣状況

０１年 ブラジル １名 日本語教師

� 日系社会シニアボランテイア事業

中南米の開発途上国地域における日系社会を対象に日系人がその国づくりのために大きな力

となっていることを踏まえ、その一層の発展を支援するべく、優秀な技術とボランティア精神

に満ちあふれた日本の中高年の方を派遣する制度。現地での受入機関は各国の日系団体等。技

術と経験をもつ４０歳～６９歳の日本国籍を有する心身ともに健康な中高年の方であれば、学歴、

性別を問わず参加資格があります。

・募集 年１回

・資格 満４０歳以上６９歳までの日本国籍をもつ男女

・任期 ２年間

・経費 任国までの往復航空運賃、任国での生活費等を協力隊事務局が負担

募集、選考、訓練、出発の日程

◎本県出身の日系シニア派遣状況

９２年 ブラジル １名 社会福祉士

� 専門家派遣事業

国際協力事業団の事業において、技術協力のもっとも基本的な形態の一つ。開発途上国から

の要請に基づいて専門家を派遣し、要請された各種の分野で相手国の実状に適した技術や知識

を伝え、「人造り」「制度造り」ひいては「国造り」に貢献しています。

相手国の技術レベルの向上を図ることにより、最終的にはその国の経済・社会開発の担い手

となる人材を育成します。また、専門家と途上国の人々との直接の触れあいにより、友好と親

善にも役立っています。

専門家派遣事業には二種類あり、一つはＪＩＣＡ確保人材により派遣し、もう一つは、これ

で対応できない案件について専門家を公募しています。

募 集 期 間 一次選考（筆記） 二次選考（面接） 訓 練 出 発

４月１０日～５月２０日 ６月９日 ９月上旬 １月上旬
～３月上旬 ３月下旬

募 集 期 間 一 次 選 考 二 次 選 考 派遣前オリエンテー
ション・語学研修 出 発

１０月１０日～１１月１６日 書類審査 １月下旬 ３月 ７月
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・募集 年２回（夏・秋） 一般公募（登録制度有：３０才以上６０才未満）

・資格 ６５歳未満（原則）で、心身ともに健康であること

技術協力に従事できる専門能力と、業務を遂行する上で必要な語学力を有すること

・任期 １～８ヶ月

・試験 一次選考 書類審査／二次選考 面接

※個々の案件により、資格・任期が異なる。年により、募集・試験・研修の日程が違う。

年 度 ８６ ８７ ８８ ８９ ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ ９７ ９８ ９９ ００ ０１ 合計
インドネシア ２ ４ ４ ６ ３ ３ ３ ３ １ ２ １ １ ５ ３８
イ ラ ン １ １
ミャンマー １ １ ２ １ ３ ８
タ イ １ ２ １ ３ ５ ６ ３ ６ １ ２８
ラ オ ス １ １ ２ ４
中 国 １ １ １ １ １ １ １ ７
ネ パ ー ル １ １
マレイシア １ ２ １ ４
大 韓 民 国 １ １
フィリピン １ ３ １ ２ １ １ ９
パキスタン １ １ ２
シンガポール １ １ １ ３
ト ル コ １ ５ ６
シ リ ア １ １ ２
オ マ ー ン １ １
サウジアラビア ２ ２
ヴィエトナム １ １
ジョルダン １ １
フ ィ ジ ー １ １ ２
ケ ニ ア １ １ １ １ １ ５
エ ジ プ ト １ １ ２
ス ー ダ ン １ １
ナイジェリア １ １
ガ ー ナ １ １
タンザニア １ １ ２
ウ ガ ン ダ １ １
南アフリカ １ １ ２
マ ラ ウ イ １ １ ２
象 牙 海 岸 １ １
ポーランド １ １
ウズベキスタン １ ３ ４
パ ナ マ １ １ １ １ ４
メ キ シ コ １ ２ １ １ ５
トリニダッド・ドバゴ ２ ２
ド ミ ニ カ １ １
ホンジュラス １ １
ペ ル ー １ １
ブ ラ ジ ル １ ２ ３ １ ２ １ １０
ボ リ ビ ア １ １ ２
パラグアイ １ １ ２ １ ５
アルゼンチン １ １
ウルグアイ １ １
チ リ １ １ ２
合 計 １ ０ １ ６ １５ １５ １０ １５ １８ １３ １３ ２４ ７ １２ ９ ２０１７９

香川県出身の専門家派遣国別一覧 ２００２年４月（単位：人）

－６２－



種 別 人 数 種 別 人 数
運 輸 交 通 一 般 ２ 人 的 資 源 一 般 １０
河 川 ・ 砂 防 ７ 水 産 １７
海 運 ・ 船 舶 ２ 鉄 道 ２
開 発 計 画 一 般 ２ 電 力 ２
教 育 １３ 農 業 一 般 ４７
建 築 住 宅 １ 農 業 機 械 ３
公 益 事 業 一 般 ４ 農 業 土 木 ３
工 業 一 般 ３ 農 産 加 工 １
行 政 一 般 ５ 保 健 ・ 医 療 ３６
鉱 業 ３ 林 業 ・ 森 林 保 全 ６
職 業 訓 練 ９

合 計 １７９
新・再生エネルギー １

ジャンル別一覧

－６３－



� 国際協力事業団（ＪＩＣＡ）四国支部事業による研修生受入れ状況

� 受入機関別受入れ状況

（単位：人）

年度

受入先
’８８

’８９
（Ｈ１）

’９０ ’９１ ’９２ ’９３ ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ’００
’０１
（Ｈ１３）

オイスカ四国研修センター １４ ７ １４ １６ ２０ １６ ６ ８ １２ １５ １５

阪 大 微 生 物 研 究 所 ３ ７ １１ ６ ７ ３ １ ２

香 川 県 農 業 試 験 場 １ ２ １ １

香 川 県 水 産 試 験 場 ２

香 川 県 水 産 課 ４

香川県環境研究センター ２ ２

香川県農林水産部土地改良課 １

（財）香川県国際交流協会 １０ ８ ８

四 国 農 業 試 験 場 １ ２ ３ ２ １ １

香 川 大 学 農 学 部 ２ ２ １ ４ ２ ２ ４ １

香 川 医 科 大 学 １ １ １

香川技能開発センター １ ２ ３ １

詫間電波工業高等専門学校 １ １ １

�四国電気保安協会 １

チェリーコンサルタント １

三 協 工 具 製 作 所 ３ ２

香川職業能力開発短期大学校 ７ １

水 資 源 開 発 公 団 １

穴 吹 情 報 専 門 学 校 １ １

� 吉 川 水 産 １ １

� 四 国 総 合 研 究 所 １ １ １ １ １ １

高松工業高等専門学校 １

三 木 町 企 画 課 ６

大内町立西町保育所 １

小 計 ９ ２９ ２４ ２７ ３０ ３７ ２９ １３ １４ ７ ３ ２３ ３１ ２４

徳 島 県 内 ３ ４ ４ ２ ２ ３ ３ ４ ２ ２ ３ ６

愛 媛 県 内 ４ ６ ２ ３ ４ ２ ７ ３ １ １

高 知 県 内 ９ １２ １１ １０ １３ １４ １０ １０ １１ １０ ４ ２２ ２３ ２２

計 ２２ ４７ ３８ ４３ ５０ ５７ ４３ ３３ ３１ ２２ １０ ４７ ５７ ５１

－６４－



� 国別受入れ状況（香川県内分）

（単位：人）

年度

受入れ先
’８８ ’８９ ’９０ ’９１ ’９２ ’９３ ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ’００ ’０１ 計

バングラデシュ ３ ３ ６

中 国 １ １ １ １ ４

イ ン ド １ １

イ ン ド ネ シ ア １ ６ ６ ５ ２ ７ ３ ３ ３ ３ ３９

韓 国 ３ ２ １ １ １ ８

ラ オ ス １０ ８ ８ ２６

マ レ ー シ ア ３ ７ ２ ２ ２ １６

ミ ャ ン マ ー ２ ２ ２ ６

ネ パ ー ル ２ １ ３

フ ィ リ ピ ン １ １ ３ ５

シ リ ア １ １ １ １ ４

タ イ ３ １ ２ ２ ３ ２ ２ ４ １ １ １ ２２

ト ル コ １ １ １ ３

ベ ト ナ ム ２ ４ １ ７

フ ィ ジ ー ２ ３ ３ ８

パプアニューギニア ２ ２ ４

ガ ー ナ １ １

ケ ニ ア ２ ２ １ １ ６

モ ザ ン ビ ー ク ３ ３

タ ン ザ ニ ア １ ３ ４

ド ミ ニ カ １ １

メ キ シ コ ２ １ １ ４

パ ナ マ １ １

ア ル ゼ ン チ ン １ １ １ ３

ブ ラ ジ ル １ １ １ ２ １ １ １ １ ９

エ ク ア ド ル １ １ ２

パ ラ グ ァ イ １ １ １ ３

集団・特設コース １４ ７ １４ １６ ２０ １６ ６ ８ １０１

計 ９ ２９ ２４ ２７ ３０ ３７ ２９ １３ １４ ７ ３ ２３ ３１ ２４ ３００

－６５－



�
公
的
海
外
派
遣
事
業
の
状
況

�
香
川
県
の
公
的
な
海
外
派
遣
事
業
（
２０
０２
年
度
計
画
）

主
催

者
（
問
合
せ
先
）

事
業

名
派

遣
先

時
期

期
間

人
数

経
費
負
担

主
な
応
募
資
格

�
明
治
百
年
記
念

香
川
県
青
少
年
基
金

（
県
青
少
年・
男
女
共
同
参
画
課
）

香 川 県 青 年 海 外 派 遣 事 業

「
香
川
県
青
年
の
翼
」

（
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム
コ
ー
ス
）

バ
ン
コ
ク
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

７
～
８
月

１２
日
間

１２
名

主
催
者
半
額
負
担

１８
～
２９
才

（
簡
単
な
日
常
英
会
話
能
力
）

（
マ
レ
ー
シ
ア・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
コ
ー
ス
）

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

ア
デ
レ
ー
ド

７
～
８
月

１３
日
間

１３
名

主
催
者
半
額
負
担

内
閣

府
（
県
青
少
年・
男
女
共
同
参
画
課
）

青 年 国 際 交 流 事 業

世
界
青
年
の
船

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ

１０
～
１２
月

４５
日
間
程
度

若
干
名

個
人
負
担
約
３０
万
円

１８
～
３０
才

（
交
流
を
円
滑
に
行
え
る
英
語
力
）

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

マ
レ
イ
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

９
～
１０
月

５０
日
間
程
度

若
干
名

個
人
負
担
約
３０
万
円

国
際
青
年
育
成
交
流

メ
キ
シ
コ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
タ
ン
ザ
ニ
ア

９
～
１０
月

２３
日
間
程
度

若
干
名

個
人
負
担
約
７
万
円

日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流

中
国

９
～
１０
月

１９
日
間
程
度

若
干
名

個
人
負
担
約
７
万
円
１８
～
３０
才

（
訪
問
国
の
公
用
語
に
よ
る
簡

単
な
日
常
会
話
）

日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

韓
国

９
～
１０
月

１５
日
間
程
度

若
干
名

個
人
負
担
約
７
万
円

県
国
際
課

香
川
県
青
少
年
書
道
交
流
団

中
国
陝
西
省

８
月
１５
日
～
２１
日

７
日
間

８
名

一
部
個
人
負
担

書
道
を
学
ぶ
高
校
生

�
国
際
農
業
者
交
流
協
会

（
県
農
業
経
営
課
）

農
業
研
修
生
海
外
派
遣
事
業

（
派
遣
は
１５
年
度
と
な
る
）

米
国
本
土
、
米
国
ハ
ワ
イ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ

１５
年
３
月
～

１７
年
６
月

米
国
本
土
２
ケ
年

上
記
以
外
１
ケ
年

若
干
名

研
修
費
本
人
負
担

１８
～
３０
才
程
度

香
川
県「
女
性
友
好
の
翼
」

実
行
委
員
会

（
県
青
少
年・
男
女
共
同
参
画
課
）
香
川
県
女
性
海
外
派
遣
事
業

（
前
期
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ

（
後
期
）

デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ

５
月
１８
日
～

５
月
２７
日

１０
月
１９
日
～

１０
月
２８
日

１０
日
間

１０
日
間

２０
名

２０
名

本
人
１４
万
円
負
担

本
人
２０
万
円
負
担

該
当
年
の
４
月
１
日
現
在

満
３０
才
以
上
６０
才
未
満
の
県
内

在
住
の
女
性

ふ
れ
あ
い
の
翼
事
業

実
行
委
員
会

（
県
義
務
教
育
課
）

ふ
れ
あ
い
の
翼
事
業

大
韓
民
国

（
ソ
ウ
ル
、
キ
ョ
ン
ジ
ュ
、
ヨ
ン
ジ
ン
、
ヤ
ン
サ
ン
）
８
月
１９
日
～

８
月
２４
日

６
日
間

７４
名

個
人
負
担
約
２
万
５
千
円
中
学
校
３
年
生

�
か
が
わ
海
外
交
流
財
団

高
校
生
海
外
派
遣
事
業

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
タ
ス
マ
ニ
ア
州
）

８
月
８
日
～

８
月
２２
日

１５
日
間

５
名

主
催
者
全
額
負
担

高
校
在
学
生

－６６－



主
催

者
（
問
合
せ
先
）

事
業

名
派

遣
先

時
期

期
間

人
数

経
費
負
担

主
な
応
募
資
格

�
香
川
県
国
際
交
流
協
会

国
際
協
力
を
考
え
る

高
校
生
ラ
オ
ス
・
タ
イ
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

ラ
オ
ス
、
タ
イ

８
月
２０
日
～

８
月
２７
日

８
日
間

１０
名

本
人
８
万
円

県
内
在
住
の
高
校
生

独
立
行
政
法
人

教
員
研
修
セ
ン
タ
ー

（
県
義
務
教
育
課
）

教
職
員
派
遣
研
修

（
小
中
学
校

教
員
派
遣
）

短
期

オ
セ
ア
ニ
ア
、
北
米
又
は
ア
ジ
ア

１０
月
～
１１
月

１６
日
間

約
２４
名

国
２０
万
、県
１５
万
補
助

３５
～
５５
歳

若
手

カ
ナ
ダ

１０
月
～
１２
月

６０
日
間

１
名

本
人
約
１０
万
円

２５
～
３５
歳

日
米
国
民
交
流
米
国

９
月
～
１２
月

９０
日
間

１
名

本
人
約
１５
万
円

〃

（
県
高
校
教
育
課
）

教
職
員
派
遣
研
修

（
高
校
教
員
派
遣
）

短
期

米
国
、
豪
州
、
欧
州
又
は
ア
ジ
ア

９
月
～
１１
月

１６
日
間

１２
名

国
２０
万
、県
残
額
補
助

３５
～
５５
歳

若
手

連
合
王
国
、
豪
州
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び

カ
ナ
ダ
の
中
か
ら
１
か
国

９
月
～
１１
月

６０
日
間

１
名

国
７０
万
、県
残
額
補
助

２５
～
３５
歳

日
米
国
民
交
流
米
国

９
月
～
１２
月

９０
日
間

１
名

国
１１
０
万
、県
残
額
補
助

〃

（
県
義
務
教
育
課
、

県
高
校
教
育
課
）

教
職
員
派
遣
研
修

（
英
語
担
当
派
遣
）

英
国

４
月
～
３
月

１
年

１
名

国
１
／２
、
県
１
／２

英
語
教
育
向
上
に
お
い
て
指

導
的
立
場
に
立
つ
こ
と
が
期

待
で
き
る
者

英
国

６
月
～
１２
月

６
ケ
月

１
名

（
県
総
務
学
事
課
）

私
立
高
校
教
員
海
外
研
修
事
業

北
米
も
し
く
は
欧
州

１０
月
前
後

１６
日
間

１
名

国
２０
万
、県
５
．６
万

３５
歳
以
上
５５
以
下

国
際
教
育
交
換
協
議
会

日
本
代
表
部

（
県
義
務
教
育
課
、

県
高
校
教
育
課
）

米
国
に
お
け
る
英
語
研
修
講
座

等
教
職
員
派
遣

米
国
、
英
国
又
は
豪
州

７
月
～
８
月

１
ケ
月

４
名

県
１
／２
補
助

中
学
校
、
高
等
学
校
の

英
語
担
当
教
員

－６７－



� 香川県の公的海外派遣実績 （単位：人）

7 日独スポーツ少年団の相互交流

.日本体育協会主催のスポーツ少年団が１９７４年（昭和４９年）から毎年ドイツに派遣され、また

ドイツからも受け入れてきた。本県の派遣、受入れ状況は次のとおり。

（県保健体育課）

開始
年度

’９２ ’９３ ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ’００ ’０１
開 始
以 来
の総数

国 際 青 年 の 船 ’７２ ２１ ２４ ２０ １７ ２０ １９ １９ １６ １４ ８２５

「香川県青年の翼」中国・韓国コース ’８０ １２ １１ １４ １５ １３ １１ １１ １０ ８ ２７６

「香川県青年の翼」 ’８１ １４ １６ １５ １６ １４ １４ １４ １４ １４ １７ ３３４

「香川県青年の翼」タイ・ベトナムコース ’０１ １６ １６

世 界 青 年 の 船 ’６７ １ １ １ １ １ １ １ １ １００

東南アジア青年の船 ’７４ １ １ ２

国際青年育成交流 ’５９ １ １ １ １ １ １ １ １ ６８

日本中国青年親善交流事業 ’７９ １ １ ５

農業後継者海外派遣 ’７９ ３ ５ ７ ３ １４ １１ １４４

農業経営士等海外派遣 ’７５ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ２ ７３

農業研修生海外派遣 ’５２ ３ １ １ ３ ４ ２ ２ ５ ４ ２ ２８２

中小企業後継者海外派遣 ’８２ １ ２ １ ４３

女 性 友 好 の 翼 ’９０ １９ １９ ２０ １９ １９ ２０ ２０ １９ ２０ ２１２

ふれあいの翼事業 ’９０ １４４ １４５ ９１ ７６ ７４ ７７ ７７ ７６ ７４ ７４ １１４６

ブラジル等派遣研修 ’８０ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ １４５

海外スタディツアー ’９１ １２ ９ １０ １０ ９ ９ １０ １０ １０ １０ １１５

高校生タスマニア派遣 ’９０ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ６ ５ ５ ５ ６８

小中学校教員
海 外 派 遣

短 期 ’７３ ３６ ３９ ３７ ３７ ３７ ３８ ４４ ４９ ４９ ２４ １２０４

長 期 １２ １０ １２ １２ １０ １０ ５ ３３０

若 手 ’９１ １ １ １ １ １ １ １ １ ９

国民交流 ’９７ ３ ３ ３ ３ １ １３

高 校 教 員
海 外 派 遣

短 期 ’７８ ５ ６ ６ ６ ６ ６ ９ １２ ９ ７ １８７

長 期 ’７８ ４ ６ ５ ５ ６ ５ ３ １ １４３

若 手 ’９０ １ １ １ １ １ １ １ １ ９

国民交流 ’９７ ２ １ １ １ １ ６

英 語
教 員

文 部 科 学 省 ’７９ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ２ ２ ２ ２ ５９

県教育委員会 ’６８ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ １３５

私立高校教員海外研修事業 ’７５ １ １ １ １ １ １ １ １ ３１

年 度 ’９１ ’９２ ’９３ ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８ ’９９ ２０００ ’０１ ’０２
開 始 以 来
の 総 数

受 入 者 数 １１ １１ １１ １１ １２ ８ １０ １１ １１ １２ １２ １２ ３４２（指導 ３０
団員３１２）

派 遣 者 数 ３ ３ ２ ２ ３ ３ ２ ３ ３ ３ ３ ３ ８７（指導 ９
団員７８）

マレーシア・シンガポール
オーストラリアコース

－６８－



8 在外教育施設への教員派遣

教育委員会義務教育課（単位：人）

年 度 派 遣 人 員 派 遣 都 市 名
’７０（Ｓ４５） ３ ベイルート、バンコク
’７３ ２ サイゴン、ブエノスアイレス
’７４ ３ クアラルンプール、ボンベイ
’７５（Ｓ５０） ４ サンパウロ、シンガポール、リオデジャネイロ、香港
’７６ ３ ナイロビ、メキシコ
’７７ ２ シドニー、サンパウロ
’７８ １ ボンベイ
’７９ １ リオデジャネイロ
’８０（Ｓ５５） ４ プラハ、ナイロビ、ボンベイ、マニラ
’８１ ２ シンガポール、デュッセルドルフ
’８２ １ ミラノ
’８３ ４ ニューヨーク、シンガポール、シドニー、サンパウロ
’８４ ４ ミラノ、デュッセルドルフ、ドバイ、ボゴダ
’８５ １ シドニー
’８６ １ 台北
’８７ ２ ラスパルマス、ミラノ
’８８（Ｓ６３） ３ バハレーン、パリ、フランクフルト
’８９（Ｈ１） １ シンガポール
’９０ １ バンコク
’９１ ２ シンガポール、ベオグラード
’９２ ３ 香港、ブリュッセル、ベロオリゾンテ（ブラジル）
’９３（Ｈ５） ４ 高雄、ロンドン、ジャカルタ、ナイロビ
’９４ ４ パリ、シンガポール、コタキナバル、マニラ
’９５ ４ ケンタッキー、バンコク、パース、アブダビ
’９６ ３ アムステルダム、マニラ、メキシコ
’９７ ７ アムステルダム、デュッセルドルフ、ミラノ、チューリッヒ、スラバヤ、アスンシオン、メキシコ
’９８（Ｈ１０） ５ 広州、上海、北京、大連、ウィーン
’９９ ６ デュッセルドルフ（２名）、シドニー、バンコク、ドバイ、シンガポール
２０００ ８ バンコク、ウィーン、ジョホール（マレーシア ２名）、

アブアスカリエンテス（メキシコ）、クアラルンプール、ボゴタ（コロンビア）

’０１ ７ シンガポール、ニューデリー、高雄、グアム、バンコク、ニューヨーク
’０２ ７ 北京、台中、クアラルンプール（２名）、マニラ、パナマ、ドバイ

年 度 開始
年度 ’９０ ’９１ ’９２ ’９３

（Ｈ５） ’９４ ’９５ ’９６ ’９７ ’９８
（Ｈ１０） ’９９ ２０００

’０１
（Ｈ１３）

開始以来
の総数

外国青年招へい団 ’７０ ２９ ３３３

東南アジア青年の船 ’７７ ４６ ４４ ４４ ９ ３１ ２９ ３７３

世界青年の船 ’７３ ２４ ３１ ７６

日中青年親善交流 ’８０ ３０ ５０

日韓青年親善交流 ’９５ ２０ ２０

アジア太平洋青年招へい ’９８ ２５ ２４ ４９

青年招へい事業 ’８４ ２５ ２５ １２ ２５ ２０ ２５ ４９ ４９ ４０ ４５ ４３ ４４ ５７７

そ の 他 ２０ ５３ ２０ ２４ ８７６

計 ５４ ９１ ４２ ４９ ６４ ４５ ９３ ８０ １２７ ９６ ９１ ７３ ２，３５４

派遣期間 ３年

9 外国青少年受入れ状況（県） （単位：人）
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: 学生の海外派遣の概要

� 香川県青少年書道交流団（県国際課）

○ 日 程 平成１４年８月１５日～８月２１日

○ 派遣先 中国 陝西省

○ 対 象 県内の書道を学ぶ高校生８名・引率３名

○ 内 容 学校訪問、青少年との交流

� 高校生ラオス・タイ スタディツアー（香川県国際交流協会）

○ 日 程 平成１４年８月２０日～８月２７日

○ 派遣先 ラオス、タイ

○ 対 象 県内在住の高校生１０名

○ 内 容 現地で活躍中の青年海外協力隊員やＮＧＯ等の活動現場を視察

� 高松西高校修学旅行

○ 日 程 平成１４年５月８日～５月１１日

○ 訪問先 韓国・釜山、慶州、ソウル

○ 対 象 ２年生３１６名

○ 内 容 修学旅行、良才（ヤンジェ）高校との交流会

� 香川中央高校修学旅行

○ 日 程 平成１４年５月１４日～５月１７日

○ 訪問先 韓国・釜山、ソウル

○ 対 象 ２年生３５５名

○ 内 容 修学旅行、釜山外国語高等学校との交流会

� 香川中央高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月１５日～８月２日

○ 訪問先 イギリス ソールズベリー

○ 対 象 国際類型２年生４０名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修

� 高松北高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月１５日～８月２日

○ 訪問先 カナダ プリンスジョージ

○ 対 象 国際総合コース２年生４０名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修
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� 丸亀城西高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月１５日～８月３日

○ 訪問先 イギリス チェルトナム

○ 対 象 普通科国際教養類型２年生４０名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修

� 高松商業高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月１７日～８月３日

○ 訪問先 アメリカ ユタ州リーハイ

○ 対 象 英語実務科２年生３７名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修

� 善通寺第一高校、善通寺西高校 中国西安高級中学訪問

○ 日 程 平成１４年８月２３日～８月２９日

○ 訪問先 中国 西安、北京

○ 対 象 希望者 １～３年生１０名

○ 内 容 西安高級中学を訪問しての交流活動、見学

	 観音寺中央高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年１２月２１日～平成１５年１月６日

○ 訪問先 オーストラリア南オーストラリア州アデレード

○ 対 象 普通科国際文化類型１年生約４０名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修


 三木高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月２０日～８月４日

○ 訪問先 イギリス ロンドン郊外

○ 対 象 総合学科国際系列２年生３７名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修

� 三本松高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月１６日～８月４日

○ 訪問先 オーストラリア パース、シンガポール、マレーシア

○ 対 象 国際コミュニケーション類型２年生４０名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修
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� 飯山高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年１２月１７日～１２月３１日

○ 訪問先 オーストラリア ジーロング

○ 対 象 総合学科国際理解系列１・２年生約３０名

○ 内 容 ホームステイ、語学研修

 坂出高校専門学科文化交流

○ 日 程 平成１４年４月２７日～５月４日

○ 訪問先 ドイツ連邦共和国、オーストリア共和国

○ 対 象 音楽科２・３年生４７名

○ 内 容 海外交流演奏会

� 高松第一高校中国研修

○ 日 程 平成１４年７月２０日～７月２７日

○ 訪問先 中国・西安、敦煌、北京、上海

○ 対 象 ２年生７４名

○ 内 容 研修旅行

� 高松第一高校北米研修

○ 日 程 平成１４年７月２０日～８月４日

○ 訪問先 カナダ・ヴィクトリア市近郊

○ 対 象 国際英語コース２年生４０名

○ 内 容 研修旅行、ホームステイ、語学研修

� 坂出第一高校海外語学研修

○ 日 程 平成１４年７月１３日～７月２７日

○ 訪問先 オーストラリア・シドニー近郊

○ 対 象 普通科、ファッションデザイン科、食物科２年生２１名

○ 内 容 語学研修、ホームステイ

� 香川県ふれあいの翼事業（県義務教育課）

○ 日 程 平成１４年８月１９日～８月２４日

○ 派遣先 韓国・ソウル、慶州（キョンジュ）、龍仁（ヨンジン）、染山（ヤンサン）

○ 対 象 中学３年生７４名

○ 内 容 現地中学生との交歓会、ホームステイ、文化交流
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� 香川県大手前高松高校語学研修

○ 日 程 平成１４年３月２３日～４月５日

○ 訪問先 イギリス・ハロー校

○ 対 象 高校１年生１８名

○ 内 容 語学研修、寮生活体験

� 香川県大手前高松中学校修学旅行

○ 日 程 平成１４年７月１４日～７月２２日

○ 訪問先 イギリス・ハロー校

○ 対 象 中学３年生１７名

○ 内 容 語学研修、寮生活体験

� 第１２回高松市中学生訪中親善使節団

○ 日 程 平成１５年３月春休み（６日間程度）

○ 訪問先 中国 南昌市、上海市、北京市

○ 対 象 中学生１５名、引率２人

○ 内 容 ホームステイ、交流会

� 丸亀市中学生親善使節団

○ 日 程 平成１４年７月２４日～８月１日

○ 派遣先 スペイン・サンセバスティアン市

○ 対 象 中学２、３年生２０名、引率４名

○ 内 容 ホームステイ、学校訪問

� 坂出市短期留学生派遣事業

○ 日 程 平成１４年７月下旬から２週間

○ 派遣先 アメリカ カリフォルニア州 サウサリート市

○ 対 象 中高校生１２名

○ 内 容 ホームステイの交流を通じ、異文化理解とともに、友好親善を図る。

� 善通寺市中学生海外派遣事業

○ 日 程 平成１４年８月２０日～８月２５日

○ 派遣先 タイ チェンマイ・バンコク、シンガポール、マレーシア

○ 対 象 中学生２０名、引率４名

○ 内 容 チェンマイ大学附属中学校との交流、シンガポール JETRO・現地企業・日本

人学校見学
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� 観音寺市学生派遣事業

○ 日 程 平成１４年７月３１日～８月１４日（予定）

○ 派遣先 アメリカ・ウィスコンシン州アップルトン市

○ 対 象 中学・高校・大学生１０名程度、引率１名

○ 内 容 姉妹都市アップルトン市を訪問し、ホームステイ等を通じ、友好親善を図る。

� 津田中学校、アメリカ・カルフォルニア州（チルドレンズ・インターナショナルスクール）

国際親善交流

○ 日 程 平成１４年１０月頃（４泊５日）

○ 派遣先 アメリカ・カルフォルニア州パロアルト市

○ 対 象 生徒１５名、関係者５名

○ 内 容 ホームステイ、交流、体験学習

� 牟礼・エルバートン姉妹都市親善委員会青少年短期留学

○ 日 程 平成１４年７月１４日～７月２６日

○ 派遣先 アメリカ ジョージア州エルバートン市

○ 対 象 高校生６名、引率１名

○ 内 容 ホームステイ

� 飯山町中学生海外派遣事業

○ 日 程 平成１４年８月２３日～８月２９日

○ 派遣先 アメリカ カリフォルニア州ヴァダループ市

○ 対 象 中学生６名、引率２名

○ 内 容 ホームステイ、交流、文化・歴史学習、行政機関への表敬訪問

� 宇多津町中学生海外派遣

○ 日 程 平成１４年７月２８日～７月３１日

○ 派遣先 韓国 ソウル市

○ 対 象 中学１～３年生１２名

○ 内 容 市内の中学生との交流、キムチ作り

� 多度津町中学生訪中団

○ 日 程 平成１４年８月１１日～８月１６日

○ 派遣先 中国 上海市普陀区

○ 対 象 中学生２５名、引率５名

○ 内 容 上海市普陀区内中学生との友好交流
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� 仲南町中学生海外派遣

○ 日 程 平成１４年８月２０日～８月２５日

○ 派遣先 中国 西安、北京、上海

○ 対 象 中学生１６名、引率４名

○ 内 容 西安市長安県第一中学校との交流交歓会

� 高瀬町・大韓民国陝川郡中学生友好交流事業

○ 日 程 平成１４年８月上旬

○ 派遣先 大韓民国 陝川郡、ソウル

○ 対 象 中学２年生１０名

○ 内 容 ホームステイ、中学校訪問、郡庁訪問等

 高瀬町・大韓民国陝川郡友好交流事業

○ 日 程 平成１４年１０月９日～１０月１２日

○ 派遣先 大韓民国 陝川郡

○ 対 象 小学生１５名ほか

○ 内 容 現地文化祭にて太鼓演奏、郡庁訪問等

! 高瀬中学校国際交流実行委員会・大韓民国汝矣島中学校友好交流事業

○ 日 程 平成１４年８月２８日～８月３１日

○ 派遣先 大韓民国 ソウル

○ 対 象 高瀬中学３年生４０名、引率５名

○ 内 容 ホームステイ、中学校訪問等

" 山本町観音寺市学校組合中学生海外派遣事業

○ 日 程 平成１４年８月１８～２５日

○ 派遣先 オーストラリア ブリスベーン・シドニー

○ 対 象 中学生１０人、引率２名

○ 内 容 友好親善、文化施設の視察

# 三野町青少年米国派遣研修事業

○ 日 程 平成１５年３月（予定）

○ 派遣先 アメリカ・エヴァンスビル市ほか

○ 対 象 三野津中学２年生１４名程度

○ 内 容 ホームステイ等
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$ 大野原町中学生海外派遣事業

○ 日 程 平成１４年８月１２日～２１日

○ 派遣先 ニュージーランド

○ 対 象 中学生１０名、引率３名

○ 内 容 ホームステイ、学校訪問、施設視察

% 豊中町短期留学研修プログラム

○ 日 程 平成１４年８月２日～８月１２日

○ 派遣先 オーストラリア クイーンズランド州タリー市

○ 対 象 豊中中学３年生９名

○ 内 容 ホームステイ、交流

& 詫間町中学生短期留学研修

○ 日 程 平成１４年７月２９日～８月８日

○ 派遣先 アメリカ ワシントン州ピアス郡タコマ市

○ 対 象 中学生２０名

○ 内 容 ホームステイ

' 詫間町カナダ高校生短期留学研修

○ 日 程 平成１５年３月～４月

○ 派遣先 カナダ ブリティッシュ コロンビア州パークスビル

○ 対 象 高校生１０名

○ 内 容 ホームステイ、スクーリング

( 仁尾町中学生海外派遣事業

○ 日 程 平成１４年８月２日～８月１２日

○ 派遣先 アメリカ ウィスコンシン州ワウパカ市

○ 対 象 中学生６名

○ 内 容 ホームステイ

) 豊浜町中学生海外派遣事業

○ 日 程 平成１４年８月２１日～８月２９日

○ 派遣先 オーストラリア・ゴールドコースト、シドニー

○ 対 象 中学３年生１０名、引率２名

○ 内 容 中学校訪問、ホームステイ、文化歴史学習
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* グアム島高校生派遣事業（小豆島国際親善交流会）

○ 日 程 平成１５年３月下旬～約１０日間（予定）

○ 派遣先 アメリカ・グアム島

○ 対 象 小豆島の高校１、２年生１０名

○ 内 容 ホームステイ、現地の学校で授業を受ける。（約８校）

+ .かがわ海外交流財団 高校生オーストラリア・タスマニア州派遣研修事業

○ 日 程 平成１４年８月８日～８月２２日

○ 派遣先 オーストラリア・タスマニア州

○ 対 象 高校生５名、引率２名

○ 内 容 現地学校体験入学、ホームステイ

○ 負担額 全額財団負担

, 香川大学交換留学生〈派遣〉

○ 期 間 平成１４年３月～平成１５年３月

○ 留学先 ニュージーランド・オークランド工科大学（香川大学との学術交流協定校）

ニュージーランド・クライストチャーチ大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 対 象 教育学部４年生各１名ずつ

○ 期 間 平成１４年３月～平成１５年２月

○ 留学先 ドイツ・ヴィースバーデン大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 対 象 経済学部３年生２名

○ 期 間 平成１３年１２月～平成１４年１１月

○ 留学先 タイ・メチョー大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 対 象 農学部４年生１名

（参考）〈受入〉

○ 期 間 平成１４年４月～平成１５年３月

○ 在籍大学 韓国・清州大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 教育学部学生 ２名

○ 期 間 平成１４年４月～平成１４年９月

○ 在籍大学 韓国・誠信女子大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 教育学部学生 １名
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○ 期 間 平成１４年４月～平成１５年

○ 在籍大学 中国・華東政治法律学院（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 法学部学生 １名

○ 期 間 平成１４年４月～平成１４年９月

○ 在籍大学 ドイツ・ヴィースバーデン大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 経済学部 ２名

○ 期 間 平成１３年１０月～平成１４年９月

○ 在籍大学 タイ・チェンマイ大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 大学院農学研究科修士課程学生 １名

○ 期 間 平成１３年１２月～平成１４年１１月

○ 在籍大学 タイ・メチョー大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 大学院農学研究科修士課程学生 １名

○ 期 間 平成１３年１２月～平成１４年１１月

○ 在籍大学 タイ・チェンマイ大学（香川大学との学術交流協定校）

○ 受入学生 大学院農学研究科修士課程学生 １名

- 香川医科大学交換留学生〈派遣〉

○ 期 間 平成１５年３月～（予定）

○ 留学先 カナダ・カルガリー大学

○ 対 象 医学部医学科３年次（予定）

（参考）〈受入（大学院医学系研究科）〉

○ 期 間 平成１３年６月１日～平成１４年５月３１日 １名

○ 在籍大学 中国医科大学
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; アイパル香川（香川国際交流会館）

アイパル香川は、本県における国際交流の促進と文化の向上を図るための施設で、県民と外国

人との交流の場、国際交流に関する情報提供の場、国際理解のための会議・研修の場としての機

能を備え、多様な国際交流活動等にご利用いただけます。

〇施設概要

〇利用時間
交流談話室、国際協力プラザコーナー、図書閲覧室0

1
2
……午前９時～午後６時

友好交流展示室、展示室
各種会議室……午前９時～午後９時（火曜日～金曜日：休日は除く）

午前９時～午後５時（土曜日・日曜日・休日）

〇休館日
月曜日、年末年始（１２月２９日～１月３日）
※月曜日が休日に当たるときは開館します。
その場合は、その日後においてその日に最も近い休日でない日（原則として翌火曜日）が休館
日となります。

アイ（愛、国際交流：International－exchangeの頭文字のＩ、情報：Informationの頭文字のＩ、
私：Ｉ）、パル（友達、仲間）と、地名の香川を合成したもので、国際交流に関係する人の拠点
として、情報を交換する所、私と仲間が集う所というイメージを表しています。

「アイパル香川」とは…

施 設 の 名 称 施 設 内 容

交 流 談 話 室
（ 交 流 フ ロ ア ー ）

県民の皆さんと外国人の方々が自由に交流できる場所です。各国の新
聞・雑誌の閲覧や衛星放送を視聴することもできます。

国際協力プラザコーナー 交流談話室（交流フロアー）の一角にあり、ＯＤＡ（政府開発援助）
や、ＮＧＯ（非政府組織）、国際機関など１４機関発行の国際協力に関す
る図書・パンフレット・リーフレットなど約１００種類の資料が自由に
閲覧できるコーナーです。

図 書 閲 覧 室 諸外国や香川・日本に関する図書を自由に閲覧することができます。
貸出もしています。４台のビデオブースでビデオも視聴できます。

友 好 交 流 展 示 室 香川県、高松市と海外の友好・姉妹都市との交流の状況を紹介してい
ます。各国から贈られた友好の証も展示しています。

展 示 室 県内外の国際交流や国際協力に関するポスター、チラシなどを掲示し
ています。

大 会 議 室
（第４・５・６会議室）

各種講演会、シンポジウム、イベントなど多目的な用途に利用でき目
的に応じて２室、３室に分割して使用することができます。１００型ビ
デオプロジェクターなどの映像機器や同時通訳設備なども完備してい
ます。

第１・２・３会議室 各種会議や研修など多目的な用途に利用ができます。
２室または３室を組み合わせて使用することも可能です。

和 室 外国人に茶道や華道などの日本の伝統文化を紹介、体験してもらえる
場として利用できます。［収容人員：１２人］
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出入口�

第４会議室�

和室�

第３会議室�第２会議室�

第１会議室�

第６会議室�

第５会議室�

大会議室�

事務室�

図書閲覧室�

機械室�

資料室�

交流談話室�

正面出入口�

友好交流展示室�

３階�

２階�

地階・中１階�

１階・中２階�

展示室�

国際協力プラザコーナー�

中
央
通
り
�

瓦
町
駅
�

築港駅�
コトデン� Ｎ�

国道11号線�

中央公園�

さぬき浜街道�

高松東道路�

ＪＲ高松駅�

市役所�

県庁�

国道11号線�

県道33号線�

至高松空港�

アイパル香川�

〇利用方法

交流談話室、国際協力プラザコーナー、図書閲覧室0
1
2
……自由にご利用いただけます。

友好交流展示室、展示室

各種会議室……………………申し込みにより有料でご利用いただけます。

〈申込時期〉：利用日の６ヶ月前から

〈申込方法〉：「香川国際交流会館利用許可申請書」を提出してください。

〇所在地

〒７６０‐００１７香川県高松市番町１丁目１１番６３号

ＴＥＬ ０８７－８３７－５９０１ ＦＡＸ ０８７－８３７－５９０３

〈交通〉 ＪＲ高松駅より徒歩約２０分／バス約５分（五番町又は県庁北通下車）

琴電瓦町駅より徒歩約１０分／バス約５分（五番町下車）
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< 平成１４年度財団法人香川県国際交流協会事業予定表

４月 日本語サロン（火、木曜日）前期 ４月１６日（火）～９月２６日（木）（８月休講）

日本語講座（水、土曜日）前期 ４月１０日（水）～９月２８日（土）（８月休講）

アイパル外国語講座（英、西、中、仏、独、韓、ポ、伊）４月期 ４月１３日（土）～７月１６（火）

外国人のための法律相談 ４月～翌年３月（第３金曜日）

国際協力塾（共催関係） 依頼に応じて随時

グローバルセミナー（ＣＩＲ） 依頼に応じて随時

５月 国際交流講演会 ５月１５日（水）

ケルトのベルタン・フェスティバル ５月１９日（日）

春季アイパル子どもクラブ ５月２５日（土）～７月１３日（土）６回

国際理解講座 ５月～７月

香川県海外技術研修員日本語研修事業 ７月～１０月

６月 青年招へい事業地方プログラム［ラオス］ ６月２５日（火）～７月２日（火）

第１３回外国人による日本語弁論大会 ６月２２日（土）

７月 カナダ・デー＆カルガリー・スタンピード祭り ７月７日（日）

中学・高校生夏期英語セミナー ７月２３日（火）～７月２７日（土）

外国語夏期特別講座（タイ語、ベトナム語） ７月２０日（土）～８月３日（土）３回

８月 高校生海外スタディツアー ８月２０日（火）～２７日（火）

香川県ＪＥＴ青年日本語研修事業 ８月

９月 アイパル外国語講座（英、西、中、仏、独、韓、ポ、伊）９月期 ９月３日（火）～１２月１７日（火）

１０月 日本語講座（水、土曜日）後期 １０月２日（火）～３月５日（火）

日本語サロン（火、木曜日）後期 １０月２日（火）～３月２７日（木）

日本語指導ボランティア入門講座 １０月～１２月

国際理解講座 １０月～１２月

かがわ国際フェスタ（於：サンポート高松） １０月１３日（日）

秋季アイパル子どもクラブ １０月１９日（土）～１１月３０日（土）６回

長期青年招へい事業（ラオス） １０月～３月

１１月 「国際協力の日」記念 国際協力ウォークラリー １１月１０日（日）

１２月 高校生海外スタディツアー写真展 １２月

ラオス地方行政官育成研修 １２月２日（月）～２０日（金）

１月 アイパル外国語講座（英、西、中、仏、独、韓、ポ、伊）１月期 １月７日（火）～３月２５日（火）

国際理解講座 １月～３月

国際協力セミナー １月

２月 国際協力塾（アイパル開催分） ２月

アイパル映画祭（４回） ２月
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= 香川県内の日本語教室

（平成１４年５月現在）

名 称 場 所 対 象 問 い 合 わ せ

日本語サークル
「わ」の会

高松市女性センター
（工芸高校グラウンド
裏）

日本語指導に興味の
ある日本人

FAX０８７‐８８６‐８５０２平田
第２、４土曜日
１５時～１６時４５分

名 称 場 所 対 象 問 い 合 わ せ

.香川県国際交流協会
アイパル香川日本語講座

アイパル香川
３階会議室

（高松市番町１‐１１‐６３）

在県の日本語学習者
（入門、初級レベル）

０８７‐８３７‐５９０８ 児島
受講料：３，５００円（半年）
水・土

.香川県国際交流協会
日本語サロン

アイパル香川３階会議室
および２階交流談話室
（高松市番町１‐１１‐６３）

在県の日本語学習者
（初級以上のレベル）

０８７‐８３７‐５９０８ 児島
受講料：無料

.高松市国際交流協会
日本語サロン

アイパル香川
３階会議室

（高松市番町１‐１１‐６３）

特になし ０８７‐８３７‐６００３ 何
毎日曜日１３時～１５時
受講料：無料

/穴吹学園
穴吹学園日本語学校 高松市錦町１丁目７‐５

進学をめざす初級・
中級・上級・応用ク
ラス

０８７‐８２３‐７７００
バロス造田

丸亀市国際交流協会
日本語教室

入門：

初級：

自由会話：

生涯学習センター
（丸亀市大手町２‐１‐２０）

丸亀市在住または在
勤の外国人

０８７７‐５６‐１７７１ 西
受講料：２０００円、
テキスト代別
入門、初級、自由会
話クラス
毎水曜日１９時～２１時

日本語サークル
「わ」の会

高松市女性センター
（工芸高校グラウンド
裏）

特になし FAX０８７‐８８６‐８５０２平田
第２、４土曜日
１３時半～１５時

香龍（しゃんろん）友好
協会

高松市内２教室
（植松、西春日の集会
場等）

中国帰国者 ０８７７‐４７‐４２３６ 三野
（中学校教員）

０８７‐８３１‐３９７１ 漆原
（高松日中）
週２回 水・金
１９時～２１時
受講料：無料

高松日本語研修所 高松市番町５‐７‐１３ 中国帰国者 ０８７‐８３５‐１５６２ 日高

自立指導員
（県長寿社会対策課）

高松市番町４‐１‐１０
香川県庁

中国帰国者（国費帰
国者のみ）

０８７‐８３１‐１１１１ 内線３１４３
８３２‐３２６３（ダイヤルイン）

名 称 場 所 対 象 問 い 合 わ せ

.香川県国際交流協会
日本語指導ボランティア
入門講座

アイパル香川３階会議室
（高松市番町１‐１１‐６３）

日本語指導に興味の
ある日本人

０８７‐８３７‐５９０８
.香川県国際交流協会

児島

日本語教師養成講座（日本人向け）

日本語指導のための勉強会（日本人向け）
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> 香川県留学生住宅確保支援制度

これは留学生の受入れを促進するため、.香川県国際交流協会が香川県、留学生を受け入れる県

内の大学・短大・高専、.香川県宅地建物取引業協会などとの連携協力のもとに留学生がより安定

した居住環境の中で安心して学究生活を営めるよう支援する制度です。

◎手続きの流れ：

�大学等の留学生担当窓口で協力業者を紹介してもらう。

※協力業者とはこの制度に賛同している不動産業者のこと。

�協力業者で住宅物件を選ぶ。

�協力業者から斡旋・紹介された家主との間で、物件の賃借を内定する。

�大学等の留学生担当窓口で、「留学生住宅確保支援制度」の利用推薦申請を行う。

併せて.内外学生センターの「留学生住宅総合補償」への加入手続きを行う。

�大学等が発行する「留学生住宅確保支援制度推薦書」と「留学生住宅総合補償加入者証」を持

って県国際交流協会に利用申請を行う。

�県国際交流協会から適当と認められたときは「標準契約書」の保証人欄に署名押印してもらう。

�協力業者で契約書を締結する。また大学等の留学生担当窓口に契約の成立を報告する。

�入居開始

問い合わせ先：.香川県国際交流協会

ＴＥＬ（０８７）８３７－５９０８

ＦＡＸ（０８７）８３７－５９０３

名 称 連帯保証引受け制度 敷金等立替払い制度

内 容
留学生が民間アパート、下宿等を
賃借する場合、県国際交流協会が
連帯保証人となる制度

経済的に特に困窮している留学生
に対して県国際交流協会が敷金、
礼金の立替払いを行う制度

対 象 者

県内の大学、短期大学、高等専門
学校に在学又は入学を許可された
学生で「留学」の在留資格を有す
る者

�私費留学生であり経済的に特に
困窮していること
�連帯保証引受け制度の利用者で
あること

申請要件

�県国際交流協会への申請に先立
ち、所属する大学等の推薦を受け
ること
�.内外学生センターによる留学
生住宅総合補償に加入すること

所属する受入大学等の推薦を受け
ること
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? 観光の国際化推進事業

１．外国人観光客受入れ態勢整備事業

3 かがわウェルカムカードの導入

外国人観光客の誘致の促進、並びに本県の文化、歴史等に関する理解増進や地域住民との交

流など国際相互理解の増進を図ることを目的に、外国人観光客（日本在留期間１年以内）が香

川県内の宿泊施設や観光施設等を利用する際、かがわウェルカムカードの提示による料金割引

等の優遇措置を行う外国人向け割引制度を１７３施設加盟の下、全国に先駆け平成１０年８月１日

より導入しました。

かがわウェルカムカードの配付場所については、海外１５ヵ所、県内外の観光案内所等です。

4 外客来訪促進計画推進事業

「ウェルカムプラン２１（訪日観光交流倍増計画）」による「国際観光テーマ地区」を形成し、

「外客誘致法」に基づく「外客来訪促進計画」を香川、鳥取、島根、岡山、高知の５県共同で

策定することにより、広域で外国人観光客誘致に積極的に取り組んでいます。

（平成１０年１０月１６日、運輪大臣同意）

5 善意通訳推進事業

日本語や地域に不案内の外国人観光客のために、善意による道案内等を行う善意通訳制度の

普及を行います。特に善意通訳者の組織化に対する支援を行うなど、同制度の発展を図ります。

6 観光案内板整備事業

県内の観光地に４ヵ国語併記等の観光案内板を設置し、外国人観光客が一人歩きできる環境

を整備します。

２．外国人観光客誘致事業

3 観光情報提供態勢の整備

外国語による観光情報を充実させ、外国人観光客に対する観光情報の提供態勢の整備を推し

進めます。特に中国語（繁体字）版のパンフレットの作成等外国語版パンフレットの充実を図

ります。

また、海外へ香川県の最新の観光情報を提供するために、インターネットのホームページ（英

語版）の掲出を行うとともに、（特）国際観光振興会の英語版のホームページに香川県の観光

情報を掲出します。

4 海外キャンペーン事業等

海外観光キャンペーン、旅行業者招請事業等を実施し、台湾、韓国、中国など海外からの観

光客の誘致を図ります。

5 外国人観光客誘致対策事業

海外の旅行業者への助成事業に対して補助を行い、外国人観光客の誘致を促進します。
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３．国際会議等コンベンション誘致事業

3 国際会議開催費補助事業

国際会議開催費に対する補助金を拡充し、国際会議の県内へのより一層の誘致を図ります。

4 国際会議誘致事業

サンポート高松シンボルタワー内に整備予定の国際会議場について、紹介 CD―ROM作成等

によるＰＲを行い、また国際会議開催主催者に直接誘致訪問を行うなど、国際会議誘致に向け

積極的に取組みます。

@ 外国人地域協議会

本協議会は、来日外国人等に関する諸問題について、会員相互が連携して各種施策を効果的かつ

円滑に推進し、解消していくことを目的に結成されたもので、主に来日外国人等を対象とした「防

犯・交通教室」等による各種指導啓発活動を推進しています。

名 称 事 務 局 電 話 番 号

香 川 県 国 際 交 流 連 絡 協 議 会 香川県警察本部公安課 （０８７）８３３－０１１０

内線 ５６２２

大内地区外国人受入企業等連絡協議会 大 内 警 察 署 （０８７９）２５－０１１０

志 度 地 区 国 際 化 対 策 連 絡 協 議 会 志 度 警 察 署 （０８７）８９４－０１１０

な が お 国 際 交 流 連 絡 協 議 会 長 尾 警 察 署 （０８７９）５２－０１１０

高 松 東 外 国 人 安 全 対 策 協 議 会 高 松 東 警 察 署 （０８７）８９８－０１１０

国 際 交 流 フ ォ ー ラ ム 小 豆 島 土 庄 警 察 署 （０８７９）６２－０１１０

内 海 警 察 署 （０８７９）８２－０１１０

外国人問題を考える高松地区連絡協議会 高 松 北 警 察 署 （０８７）８６２－０１１０

高松南署管内外国人受入企業等連絡協議会 高 松 南 警 察 署 （０８７）８６８－０１１０

国 際 交 流 フ ォ ー ラ ム 「 坂 出 」 坂 出 警 察 署 （０８７７）４６－０１１０

綾 南 国 際 交 流 連 絡 協 議 会 綾 南 警 察 署 （０８７）８７６－０１１０

丸 亀 地 区 ・ 国 際 交 流 連 絡 協 議 会 丸 亀 警 察 署 （０８７７）２２－０１１０

善 通 寺 国 際 交 流 地 域 連 絡 協 議 会 善 通 寺 警 察 署 （０８７７）６２－０１１０

国 際 交 流 フ ォ ー ラ ム 多 度 津 多 度 津 警 察 署 （０８７７）３３－０１１０

琴 平 国 際 交 流 地 域 連 絡 協 議 会 琴 平 警 察 署 （０８７７）７５－０１１０

三 豊・観 音 寺 国 際 交 流 連 絡 協 議 会 観 音 寺 警 察 署 （０８７５）２５－０１１０

高 瀬 警 察 署 （０８７５）７２－０１１０
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